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の
み
…
……

マ
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
大
切
な
自
ず
み
ず
し
い
芽
が
そ
っ
と
で
て
く
日

萩
田
さ
ん
の
活
動
が
掲
輸
さ
れ
も
改
訂
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
千
然
で
も
あ
る
こ
と
を
説
明
。
さ
ら
る
の
を
見
る
柴
し
み
。
ア
シ
の
判
古
川
…

る
の
は
学
習
研
究
社
（
本
社
・
東

菜
市
立
弁
天
小
の
八
木
下
関
子
教
に
摂
回
さ
ん
が
干
潟
の
自
然
を
守
が
伸
び
る
と
い
っ
し
ょ
に
、
カ
ニ
引

京
大
田
区
）
発
行
の

「み
ん
な
の
愉
（
三
六
）
に
机
議
依
頼
が
あ
っ
た
。
る
た
め
続
け
て
い
る
消
掃
活
助
を
の
穴
が
、
日
に
日
に
ふ
え
て
い
く
日

ど
う
と
く
」
の
小
学
六
年
用
の
後
八
木
下
教
諭
は
「
新
聞
な
ど
で
森
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
楽
し
み
：
：
：
。
そ
ん
な
柴
し
み
が
…
川
…

半
の
千
葉
県
版
教
材
三
編
の
う
ち
田
さ
ん
が
腰
ま
で
泥
に
つ
か
っ
て

「森
田
さ
ん
の
仕
事
は
、
ま
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
引

の
一
編
。
同
社
の
副
読
本
が
来
春
清
掃
活
動
を
続
吋
て
い
あ
の
を
知
ず
、
そ
の
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
う
事
か
ら
う
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
の
さ
」
日
…

か
ら
商
学
年
間
も
B
5判
か
ら
A

り
、
以
前
か
角
道
徳
の
時
聞
に
子
始
ま
っ
た
。
服
ま
で
泥
に
つ
か
り
そ
し
て
毘
後
に
ご
人
黙
々
…
川…

4
判
に
大
型
化
す
る
概
会
に
内
容
供
た
ち
に
、
不
の
生
き
方
に
つ
い
な
が
ら
、
一
日
も
休
ま
ず
ゴ
ミ
の
と
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
お
こ
な
う
訴
回
目

R
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3
2
4
3
J識
繍
繍
磁
線
機
繍
溺
擁
護
繍
繍
縄
選
繍
灘
蹴
訓
さ
ん
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
…
’
…

委

譲

妻

義

務

整

機

欝

畿

て
み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
住
ん
…
川
…

襲

警

五

議

襲

撃

機

撃

で

い

る

地

域

の

環

境

5
2…

の

る

参

議

綴

機

線

路

機

機

務

総

鱗

機

綴

機

繍

め

私

た

ち

に

で

き

る

事

は

ど

ん
な
川

平

三

義

援

多

弁

務

綴

議

綴

機

騒

機

潟

畿

ん

惑
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」

m

z裁

警

主

義

欝

務

総

機

麟

畿

で

結
ん
で
い
る。

八
木
下
教
諭
は
印

刷

工

ス

鱗

も

ゑ

幾

護

緩

綴

議

森

「大
声
高

び
ま
く
る
会
張
問

唱さ

機
轡
議
議
緩
麟
鶴
麟
繍
鶴

一割引訪れ山駐日ぐ制

供

切

議

機

警

察

務

会

争

議

綴

綴

緩

綴

綴

機

管

い
ま
の
世
の
中

2田
さ
ん
の
山

一

大

機

懇

緩

畿

畿

級

機

麟

機

鱗

よ
う
な
生
き
方
に
つ
い
て
子
供
た

m…

議
襲
撃
議
畿
畿

内定一一語
U

M

m
絞
繋
w縫
い
宮
山
立
訟
を
ふ
勝
訴
較
終
務
鋲
ゐ
鱗
隊
機
鯵
’
W
滋
緩
綴
繰

る

。

…

川

…

谷
津
干
潟
の
清
掃
を
す
る
森
田
さ
ん

闇新門口毎f
k

川＝＝＝＝

留
志
野
市
の
野
鳥
の
楽
園
、
谷

津
干
悶
の
消
掃
活
動
を
続
け
て
い

る
谷
陣
干
潟
没
鍛
研
究
会
の
森
田

三
郎
会
長
（
Z

九
）
の
活
則
ぶ
り
が
来

春
か
ら
県
内
の
小
学
校
六
年
用
の

道
徳
の
削
説
本
の
一
部
で
紹
介

さ
れ
る
0

・
「
自
然
保
越
の
大
切
さ

や
自
分
の
信
じ
る
道
を
一
人
黙
々

と
歩
む
そ
の
生
き
棋
を
開
蛍
た
ち

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
出
版
社
と

執
部
省
は
そ
の
恕
諮
を
話
し
て
い

る。
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瀧
矯
副
読
本
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m多
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿
勿

mm勿
後
勿
後
勿
務
勿
勿
勿
勿

自
然
破
壊
こ
ん
な
に
…山

帆

i
，

HJ1’・

r

団

東
京
湾
観
察
の
勉
強
会
隠

東
一
誌
の
現
状
高
か
ら
制
銭
一
ン
ク
リ
l
ト
震
と
煙
突
、
石
油
タ
一
史

8．
R姦
や
公
寄
閣
の
専

し
、
棄
湾
の
抱
え
る
様
々
な
問
国
一
・ン
ク
ば
か
り
の
岸
辺
寛
て
、
自
然
一
門
家
が
解
説
警
買
っ
て
出
た
J

一
－

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
東
一
品
同
一
破
躍
の
ず
と
注
民
改
め
て
縫
い
た
椋
一
．

阜
坦
ぐ
の
海
届
は
1

埋
め
立
て
の

問
題
裂
が
九
日
聞
か
れ
た
二
三
子
だ
っ
た
。
一
た
一
会
牢
掘
り
下
げ
た
と
に
ろ
か
多

他
は
自
熱
保
菌
体
「
平
黙
の
平
潟
一
ど
の
勉
強
会
は
今
度
で
二
回
弓
一
く
、
ポ
間
一
…一
円
＝
一
広
量
に
十

M
I
l－

そ
守
る
会
」
（
大
浜
消
代
表
）
と
一
前
回
は
禍
内
内
の
生
抽
出
を
研
閉
し
た
一
以
上
に
な
っ
・で
い
る
の
が
、
漁
船
の
－一
答
が
行
わ
れ
た
。
車
京
湾
で
は
五
十

円
干
梨
県
自
然
保
制
限
辿
合
」
（
石
川
一
が
、
今
回
は
鮪
諜
を
テ
l
マ
に
。
船
一
魚
群
探
知
冊
に
ζ
っ
き
り
。
ま
た
船
一
七
年
、
マ
イ
ワ
シ
の
七
平
二
百
J
V
そ

倣
純
代
号

、
そ
れ
に
、
車

誌
の
一
柿
市
鹿
町
一
丁
目
の
漁
師
宍
野
一
敏
一
か
ら
見
え
る
停
辺
が
、
す
べ
て
坦
め
一

倍
聞
に
品目
町
一
万
jvを
超
す
水
掲
げ

あ
り
方
そ
考
え
よ
う
と
今
年
七
月
発
一
注
ん
（
回巴
の
小
型
巷忌
〔
網
船
「
第
一
一
立
で
地
で
は
円、自
然
の
な
ぎ
さ
が
残
っ
一
を
毘
録
し
て
い
る
。
参
加
者
の
中
に

足
し
た
市
民
グ
ル
ー
プ
「
翠
夙
商
会
一
大
平
丸
」
と
、
船
柿
市
漁
協
の
漁
船
一
て
い
な
い
と
と
な
ど
‘
説
明
を
受
廿
一
は
、
車
京
湾
で
漁
柴
が
行
わ
れ
℃
い

描
」
（
富
永
五
郎
部
長
）
。
各
地
の
一
「
あ
さ
か
ぜ
」
－
に
分
束
、
市
川
抑
か
一
る
参
加
た
ち
を
続
か
せ
た
。
－
る
こ
と
そ
知
ら
な
か
っ
た
人
も
い

自
然
保
雄
団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
漁
一
ら
羽
田
窓
辺
り
、
木
露
、
柔
一
見
学
の
後
同
同
漁
協
美
野
さ
一
て
、
富
矧
袈
ぎ
ゥ
夕
方
ま
で
熱

民、

高
校
生
ら
六
十
人
が
参
加
、
コ
一
抑
を
巡
っ
て
舶
禍
地
へ
帰
る
コ
l
ス
一
ん
を
囲
ん
で
漁
業
に
関
空
る
質
疑
応
一
応
な
話
し
合
い
が
紛
い
た
。
0

．

と
れ
ず
い
フ
芝
、
機
会
あ
？
と
ミ
に

γ」
に

す

く

、

糸

、

加

L
「
、
、
白
人
マ
、

γ－
C
可
分
り

た
り
と
丸
フ
て
り
ま
し
た
。
後

J

議
白
川
由
ハ
ム
欠
介
J

、〉は、

6
人
が
U
A

界、加守、で
7
k
市
保
寺
ま
に
た
。

F

茨
城
金
吉
・

五
十
品
岡
崎
守
夫
・
ム
は
吋
液
司
・
駒
ロ
肱
w

h

匂
嘉
男
の
ふ
氏
・
森
冒
－
ニ
ー
湾
、

V
T
L
t中
村
、
混
隠
（
Am
よ
八
）
で
す
。

賞
、
古
川
伎
の
寄
せ
ん
、
あ
J
h
y
介

ux
、っ。
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ジ
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貢
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l
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q
x
u
、
フ
こ
て
た
け
で
沼
く
、
り

3
ん
な
れ
で
、
り
て
J

ん
本
方
法
で
片
山
峨

のゆ
T

で
根
付
寺
、

す準時六、也rrーと 戒、印材紗いメこ栄町
'z: いう戸／「lユ行 yて、 そこ内／主活討司査r_( rニ：：：－'cf)ト

:Pりすす。一不i，：：：－挙疲：そういZれ Tjfl＼、う、

hくユん円〉い体験し 州、丸十都タい

、空ρぃ、くづ戸＼矛fり7ずa マc7)Iフ／で、若芳ヲ

工叱へ内事ぞj宮内タ後之lニフ多少＼之小名、ーケ<Pf'I¢if 

彦案 l勝換は偉く、、耕作乃司工也tすらが

メフペ 行攻ヘペめσjパ均／z.向く 湖 hク
/:,j拘川九ノ納ァ会 J-1ヨ 行政ヘペ厳υ、門主
,P¥r ~ ?Ar-fi)¥ ＼、 和hZ円 ， ) I Jヲい Z、（手。 一

日号IJ. 三軍ジホ闘争司王72--、l十u-l7二 3

/ -::--1T-；， り芋1:lニ、〉壬 )ft-，（］ 、初判 jュ神ユh
辻堂1-,-,3JういしてゆフZ芝7二斗 ・z,LTこ。

規正Lイミ主－－l、I¥ j \'.f)峯野~］. 者襖イ主タ写，
lれん同人p＼『東ネr::- M Jサヲクマン。
利良工ん内半数／JI＼。一卜 VK、z-if fi.Z.'"1, 
・tf)_IJヤフて IIとる みI I之フ I｝ しか、府攻み
ユマpヤ姦ろで＼ I z -& わ之、わ之、持フメ.＿＿fli、7《
〔台均た｜二l:>Z IJ. 斗1 ~河白戸＼？紅、 Wを£.t

乏れい j-z..ι ていJrうz.-1) 
メ主／...＿z._、lrJ-"7-封.号、〈了、Ji主r-r-; 1c1、、C)z:、7。

ゑ l序？で釆ZJ妻JT2-'"lj司令易戸ケ、 委；脅か、
升？＼，7.ユ7c/I、。iz－、すー ''~- 
矛人昔、ユイ矢計十芝 J;)z-_v玄1"/oサタク－？...：－－
Z、作。 引かいZ目立て． E伝苛旬、Le、ハf、tcrt_ 
'::::, 't.,！）＇－今、身じヰゐ苧反支AL61一主先立調べj

治
安
ー
に
「
k
Uフ
寸

L

級
l
り
て
は
常
q

保
守
U
Z
こ
て

で
そ
広

JYま
す

J

。

しかーに、

Yパ
爪

は
土
問
ゐ
図
す
ノ
マ
。
ぎ
の

しん℃、りるあ『 d ー。、、クト将軍りの末1~ lミ。でふ干潟中央部のブミ、液リ~＇のシースツ首f\ ！乙芯ん℃カ＼
－ 

・．

41J
私芝、寄十、「
l
く
A

小
た
の
は
、
野
中
公
子
ざ
ん
主
4
J
O

〔
部
品
物
西
武
で
販
売
侠
血
中
y
L
担
当
）



カフ、、谷津子三おに トフデニぴ＼っくりしました、 。たゑんーと¥ ) マゲーすトV L凡，

っ
ふ
3
b
け
の
国
ー
で
は
、

サ
更
に

中
ぷ
ハ
コ
ふ
り
じ

，Y
」
主
十
a
h
同
時
さ
ん
。

ヒ、

198十．守.24-

執 谷

浮

干

潟

党

議

研

究

会

先304号

一
ヤ
郡
明
日
志
引
い
市
引
い
・
片
山
一
一
一i
d
－
－
付
制
荘

E
号

電
話
。
四
七
回
l
M
l
五
O
四
四

会襲i2000 

づき＇I主
l司円4.1之ペ

文
主
央

4
A林

団
」
二
、

R
j

フ
ク
り
ノ
ポ
左
リ
「
／ば
リ
つ
け
マ
り
た
り

q
日
午
後
之
時
掲
ハ
。

日
新
聞
1

泣
か
い
う
森
田
に
、

「－
h
L

づ
は
ゐ
L
入
、
先
住
牝
ノ
盆
午

干
潟
の
す
ぐ
近
く
め
、
秋
浄

干
潟
寸
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ブ
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託
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ヰ
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は
，

J

す

んか。

あ
ム
下
は

特
ず
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一

丁

目

、

翻

訳

業

島

田

苗

一

さ

’ん
叫
固
な
ど
の
－
部
で
、
地
域
に
よ
っ
て

引
制
は
割
引
た
化
石
（
四
一
）
が
九
骨
後
、
家
族
と
カ
ニ
取
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カブトガニが，谷津干潟で見つかりました。体長 55 cm，巾 29仰の堂々

たるものです。

発見者は 干潟のすぐ近〈，秋津団地tてな住まいの，島田善ーさんです。

去る 9日（日〉の午後 2時頃，子供さんの為Kカニをとってやろうと思い，

干潟の中を歩いている時K見つけたとのとと。知らせを受けた私達は． 「ま

さか．でもホントかも…・・」と層、い念がら島田さん宅K駆けつけました。

カブトガニは”身の鼠夕方、．が決まるまで，パスタフ・K入れて飼ってなく

というととです。 bかげで島田さんのうちは，公風呂K入れないので， シャ

ワーでがまんしているそうです。

私達も出来るだけ協力するととKして， I 8 eのポリタンクを二つ用意し

毎日海水を汲んでは．島田さんのうちへ届けています。

「谷津干潟でも，カプトガニかなんか見つからないか左畠…”。 ，俵むKは

↑合好の所なんだがなる 」と．時々私達は話していました。ととろが，今度そ

れが，とうとうほんとうK在ってしまったのでナ。

谷津干潟で繁殖したとは思えないけれども，少なくとも，生息出来る環境

であるととは実証されたわけです。誰かが放したのでしょう。でも，もしか

したら．産卵でもしていたら．とれからも，ほかにも姿を見る可能性がある

わけです。もしそうだとしたら......，そう考えると)j旬がわくわくとしてきて

しまいまナ。他愛ない夢かも知れませんが…・・。でも，楽しみがあるってい

うととは，いいですねェ。 ， 文責 ・ 森田三郎

うAさんの子供。ハナの穴にいロつけ1、ヴ｛ワー。『谷津干潟クリ ーン作戦』の御案内
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守ポ守 ＇，＿こ。洋冬〉て令ゲ氷の三ナユースセ食んだ L

この日、 T潟のすぐそばに企志ct)'It'あてさん
づ＼ 志、茶、こそ士んぺI,）左filし之くイしました。

あItでんぢはJ火前．納涼合左やフーい ました。

事Hサヲ／｜＼雨か降：， l l）夫。でを、月 II§Jの l特
尚子 だウ Yて、決作しました。｛の紙、チ作リ

のケー突てコーヒ－tl決定、号、づ本む昆あました。

ゐLゃぺリを L1J_ i｝、、うのブミ袷り。

もへ＼乙し冬リ作業方、終4,_tポ~志、でタのこX。

今日 ll了ミ芝少泣く、話しのつ守オ、、長でテコた。
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森

回
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｜ま

治
の
~ 
実
存

孤
独
な
闘
い
の
う
ち
に
、
少
し
ず
つ

協
力
者
が
現
れ
て
き
た
。
有
志
の
か
ク

リ
ー
ン
作
戦
H

も
展
開
さ
れ
、
当
局
も

！ー

協
力
的
に
な
っ
た
。

「
疲
れ
て
や
る
気
が
な
く
て
も
、
と
に

か
く
体
だ
け
は
干
潟
に
も
っ
て
い
こ
う

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
や
っ
て
き
た
。

ゴ
ミ
を
集
め
て
運
ぶ
ル

1
ト
も
出
来
た

M
旬
、

す
、
ゾ
デ

l
各

発
み
、
託
銀
v’

f
マ
八
校
官
吹
き
、
ま
し
た
。

ーサ、／…ア
l
年
日
間
ヰ
ハ
同
問
日
早

h
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『
こ
れ
か
ら
は
、
立
ち
シ
ヨ
ン
も
出
来

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ね
」

頭
か
ら
尾
鰭
な
話
で
恐
縮
だ
が
、
森

岡
三
郎
さ
ん
（
臼
）
は
、
J

人
な
つ
っ
こ

い
顔
を
、
本
当
に
困
っ
た
よ
う
に
崩
す
一

の
で
あ
る
。

千
葉
県
の
谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
の

e

会
長
。
彼
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
ぶ
り
が
、

教
科

。書
、
そ
れ
も
県
内
の
小
学
校
6
年

用
の
道
徳
の
副
院
本
で
紹
介
さ
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
実
際
に
被
る
の
か
ど

う
か
の
最
終
的
な
結
論
は
ま
だ
出
て
い

な
い
が
、
何
が
起
ニ
る
か
、
い
や
何
を

起
こ
す
か
、
将
来
の
こ
と
は
会
〈
未
知

な
生
身
の
人
問
。
死
ん
だ
人
間
な
ら
と

も
か
く
、
一
寸
先
は
閣
の
生
き
て
い
る

人
間
に
と
っ
て
森
田
さ
ん
な
ら
ず
と
も

道
徳
の
教
科
書
だ
け
は
、
－
ご
勘
弁
を
e

と
言
い
た
く
な
ろ
う
と
い
う
も
の
。

前
置
与
が
長
く
な
っ
た
が
、
教
科
書
J

に
載
せ
た
〈
な
る
ほ
ど
、
森
田
さ
ん
の

。や
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
ん
じ

よ
そ
こ
ら
の
生
身
の
人
間
で
は
、
出
来

，
な
い
こ
と
だ
。

腰
ま
で
ズ
ブ
ズ
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沈
み
込
む
、
臭
い

泥
に
ま
み
れ
て
の
ゴ
ミ
拾
い
。
法
も
が

顔
を
そ
む
け
る
き
た
な
い
，
仕
事
。
を

森
田
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は
刊
年
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た
っ
て
、
黙
々

と
一
人
で
や
っ
て
き
た
。

昭
和
何
年
、
森
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ん
は
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さ
い
頃

の
滋
ぴ
’
場
だ
っ
た
谷
津
干
潟
を
久
々
に

訪
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て
、
極
円
然
と
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た
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野
菜
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ズ
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建
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、
毛
布
バ
冷
蔵
庫
、
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ト
バ
イ

と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ゴ
ミ
が
干
渇
を

覆
っ
て
い
た
。
プ
！
ン
と
由
”
を
つ
く
臭

気
。
貝
や
カ
ニ
、
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メ
や
ウ
ナ
ギ
そ
し

て
ト
ピ
魚
に
野
鳥
と
子
供
の
時
は
自
然

の
宝
庫
だ
っ
た
干
潟
は
、
今
や
見
る
影

も
な
く
、
死
の
干
潟
と
化
し
て
い
た
。

ハ
ゼ
は
ど
う
し
た
。
カ
ニ
は
ど
二
へ
い

っ
た
。
そ
し
て
、
楽
し
か
っ
た
子
供
の

ニ
ろ
の
思
い
出
は
ど
こ
へ
い
っ
た
：
・
。

「
生
き
物
が
か
わ
い
そ
う
だ
」

森
田
さ
ん
の
一
日
も
欠
け
る
こ
と
の

な
い
闘
争
が
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そ
の
時
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新
聞
販
売
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た
森
田
さ
ん

は
、
朝
刊
と
夕
刊
配
達
の
問
の
空
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時
間
を
す
べ
て
ゴ
ミ
拾
い
に
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広
さ
特
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の
広
大
な
干
潟
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か
っ
た
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日
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姶
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で
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〈
に
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で

い
る
人
が
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ボ
ン
ボ
ン
、
ゴ
ミ
を
捨
て

て
い
く
。
注
意
す
れ
ば
「
お
宅
は
こ
の

市
の
人
で
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な
い
で
し
ょ
。
言
う
権
利

・は
な
い
で
し
ょ
」
と
、
逆
に
文
句
を
言

わ
れ
る
始
末
だ
っ
た
。

護
岸
に
集
め
た
ゴ
ミ
も
、
設
も
持
つ
・

て
い
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
市
、
県
、
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・

固
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も
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縄
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だ
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ニ
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し
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こ
れ
か
ら
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な
が
ら
や
る
二

と
も
な
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な
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で
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う
」

臭
気
も
な
く
な
り
、
昔
の
よ
う
に
、

と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
カ
こ
が

ハ
サ
ミ
を
探
る
な
ど
生
物
も
帰
っ
て
急

た
。
干
潟
を
見
な
が
ら
、
森
田
さ
ん
は

遠
く
を
見
る
目
つ
き
に
な
る
の
で
あ
る
。
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い
引
号
、
込
よ
れ
．

J

況
が
ろ
が
ユ

ス
行
為
？
と
議
案
託
、
序
L
1
今
一
乏
l
t
与
詑

2
じ
い
つ
れ
て
本
弓
る
－

l

：1
2
M
t
え

ま
l
h
‘

F

一
人
間
三

7
3？
を

ず
J

止

AJM一
て
ふ
か
ん
U

っ
ド
マ
ム
ん
ご
、
長
杯
、

げ
よ
う

5
誌
を
同
？

γつ
内
ド
ピ

τ
L
ど
ん
な
い
す
ご
い
カ

A
f
fる
か
と
桃
子
マ
パ
は

ret－ド
t

’s

、
r主
席

r
d
v？
？

ι
－rufwヱ寸岬
4
4
v

・

9
fぜ
界
ソ

J
な
勺
と
れ
し
一
τ
J
る
ら
い
？
田
川
い
出
・

3
／じんド

の
為
ド
与
え
t

入金トレ
5
1
3杭
ゎ
一
方
’
U
仏
子
ど
l
z
結
h
L
で
す
う
ん
パ
」
を
コ
ド

4
7
く

J
J
ロ

l
u

怒明〆
E
明
ぐ
弘
一

子
い
も
目
左
つ
よ

1

－γ海
ブ
乙
う
れ
い
一

3
（
rμ

い

。

一

ド

パ

ピ

ゆ

か

フ

ド

ヒ

信

リ

ト

ド

じ
な
れ
げ
ど
‘
J
3
7
尽
に
7
7

」司、
4γ
＼
一
切
も
す
れ
仲
村
一
喝
，
ヘ
時
間
爪
判
hhrJ4
〉
h
d
1
4
4
2
5貯
を
虚
（
件
ド
以
，
ず
科
目
、
む
の

カ
ッ
コ
京
く
，
正
託
、
の
味
し
ず
b
？
r
フt
、
在
、
れ
い
2
7
ド
p
a
tキ

V
7
r
A叩
三
一
？
守
t
v
c
l
ド
ら
ふ
は
：
：
・

連
Amド
ヴ
tc
論

v
t
yへょっゴ’
U
J
は一、祁ソ

2
’u
E習
い
な
川
：
‘
ノ
初
ヤ
h
l
q

一
悲
乙
7
4、うい－
t
いる・

ピヲ

Fし’
2
4
3，払

U

枠
い
け

2
4
5
1半
ぱ
伶
E
4・ケ
t
？
、
て
仔
1
F
J
h
w
す
め
と
一
う
と
ひ
岡
京
峰
山
持
と
す
っ
政
之
て

州ペケ
3
K
7
a
，人

ゎ
ド
ハ
引
山
i
l
h

，一万月
t

応
じ

F

いい・議定
A
Z
l
ド
．
一
さ
れ
い
M

？
と
え
え
れ
ば
余
日
リ
ん
か
ん
C
7
ド

『ぞれ
h

ぞう‘、
A
L
Aぺ
j
R
I
勺一ぜ今回ーで－

u

玄

J
p
r
M
E
＝

一

何

か

広

未

3
Jでは
vq
く
し
旬
八
手
ふ
か
ん
r

告
2
i翌
日
じ

7
L
t
y
p
t一
昨
一
府
戸
地
一
一
間
一
一
一
一
一

7ド
メ
う

7lt＼
l
ン
ド
，

h

ど
が
た
で
（
ケ

4
T
Z
i
寸
比
附
川
，
ケ
二
一
向
一
そ
れ
t
明
、
今
・
も
；

3
7ド

作がけの

rL
」／
T

と
γ
7
字
山
r
．
凡
〈
γ
ラ

十

一

一

、

川

一

一

一

一

マ

一

ι
i
r
f
y
ち
は
つ
寸
ぽ
い
い
い
何
ι
t
L
．何

ノ
す
1
2
H
T
v
ても

A
い

な

フ

て

リ

と

主

同

一

一

し

と

一

〆

村

す

3
3
4
勺
下
ろ
？
？
ぇ
先
乙
；

l
ト
O
T
－－

7Aも
千
円
す
い

5

2

2

P

J
川
淵

H
込一、

i
zい
る

れ
い
手
で
ど
内
担
む
民

drpTP’いわ盛’・一

ι加
さ

一

れ

八

J
1
z
s
在

2
7
1
材、税
2
1
J
一

也

、

一

毛

！

ト

＼

h
ζ

忠
、
，t
、
ド
も
q
で

す

か

う

．

不

当

ド

一

同

一

、

主

念

T

川

2
行
作
れ
よ
l
h
r．
2
1
1
い
ろ
〈

γ川
一

黒

川

・

ieb

ゴロリザ
E
l
a
t

．？と
L
Z／
＼
回
収
け
一

L

u

二
λ

ぉ

通
？
ド
近

i
q
ぃ
，
吟
怯
ペ
マ
席
ド
汀
一
見
一
一
百
1
wチ

L

f
7
M
防
つ
為
ド

7
4
ヰ

vir汗
淀

川

凡

－

｝

，

ん

豆
l
U
7？守

山げ、勺’品

司郎骨
ω
E
れわ
f

ヲ
マ
下
マ
，
k
、イμ
。今んーか乞‘

υ
4
f・ソ
ォ

1
1ト

‘ 
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い
コ
／
ョ
り
す
く
り
？

メ
デ
力
斗
d

ノ
く
り
そ
フ
く
り
戸

川

w
H
の
jgJ3
日
開
明
日
の
ノ
ウ
／
、
一

A
Kく
。
湖
川

は
満
潮
時
で
ム
芹
ー
ま
で
水
か
り
っ
ぱ
り
。

理
め
、
立
マ
先
士
宮
T

で
見
ま
れ
ノ
フ
マ
手
足

玉
十
嵐
き
ん
V

』
一
長
塚
マ
ん
す
ナ
潟
め

J

り

v，
ー
し

ず
看
り
た
9

干
潟
之
の
w
t
り
た
一
長
切
手
ん

す
玉
寸
ム
唄
マ
ん
に
、
ー
玉
十
ム
尽
キ
叫
ん
、
す
上
っ

て
ヤ
ホ
一
ア
ミ
危
L

マ上
L
X
4
－E
コ足。

x
l
l
T

水
の
也
ー
に
で
川
市
／
＼
γ
」
入
フ
マ
り
コ
マ
す
く

り

b
A
L
た
の
判
戸
川
、
ヱ
ミ
ム
と
。
余
り
に
さ
小
さ

く
マ
玲
リ
ょ
う
の
広
か
コ
た
無
数
の
、
？
っ
ス

ナ
川
ソ
ク
類
例
ノ
一
ヨ
ミ
を
、
来
立
〉
〕
払
作
、
フ
、
否
、

す
く
3
1
り

3
め
れ
門
戸
コ
た
。

／
／
籾
一
一
主
タ
か
で
き
ち
？
っ
た

ぷ
フ
マ
ほ
い
コ
去
、
』
毎
日
く
ど
っ
；

た
く
で
ん
の
パ
斗
の
ミ
ミ
芝
包
寸
で
切
リ
刻
＋
心

で
L
ょ
う
。
パ
、
J

て
、
、
明
不
外
力
が
リ
玄
の
よ
ゐ

ぇ
。
そ
ふ
さ
日
に
ち
か
た
っ
た
さ
の
ほ
と
え
に

わ
l

l

i

L

之
、
中
村
守
ん
は
代
、
J
－

P
エ
ィ
い

たい
h

ノ
け
の
色
合
的

J

お
士
見
広
介

JHJtzに匂

バ
、
／
の
々
々
、

ω宍
ロ
は
あ
J3
。会、将町
h
V
3

の
に
お
（
付
分

J

か
す
玄
〉
」
ソ
つ
。
4
ナ
で
斗
切
っ

て
芝
少
L
Y
C
、
冶
民
合
〈
唱
の
に
差
L
フ
サ
え
は
志

U
の
に
、
食
代
？
す
く
し
て
ザ
リ
た
リ
ず
い

h
ノ

γ
u
b

皆
吉
ん
知
ら
や
仏
り
で
し
ょ
、
ぺ
～
ν
枚
mリ
に
ま
つ

フト312-'s
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止
手
務
局
0
4
n・1
4
，
引
・
勺

0
η
1
6
出
l

村
窓
子

谷
津
干
潟
安
一
投
研
究
会
一

ω一－
G

－h
H
U

一
入
1
4

一
五
習
志
野
市
町
一
一
一
一

lZ
鵬宮口万一

2
一
」
ほ

2
0四
七
回
i
u
l
五
O
間
四
一
あ
一

1
4山

女
土
貝
・
森
田
三
、
取
っ
一
会
一
倉
附
ハ

今
ま
で
こ
の
一
崎
市
v
r
sは
、
発
ん
ぜ
志
4
ナ
土
庁

引
に
フ
た
。
叶
済
帽
mr
汗
ア
動
、
昆
記
動
か
始
ヲ
マ
一
外
朱
、
色

舟
広
丸
リ
ヲ
マ
～
芳
夫
刊
に
。
潟
ス
キ
、
ー
に
並
た

さ
の
向
。
小
l
時
雨
で
め
h
M
袋
、
金
木
め
た
。
水
に

浮
く
辰
男
・

4

・y」
刷
用
l
－
た
を
の
六
。
沼
海
時
J
h

ヘ
芝

公
釆
「
Jh
d
i

リ
う
等
え
か
、
干
潟
町
平
に
お
ウ
た
め
台
。

をフ＼己、均 l）噴左足 l)』えしぶか5や

包
丁
を
局
マ
／
＼

回
力
の
私
に
は
め
す
じ
ノ
忍
ず
フ
だ
か
、
バ
＼
／
の
＼
＼
＼
々
の

片
フ
マ
、
宋
外
国
り
V
」

V
フ
。
彼
女
ず
一
一
己
、
フ
に
は
、

合
丁
の
切
れ
味
か
E
N
く
ぷ
3
のか
J
B
寸
り
と
句
バ
、
ゾ
〉
u

り

、
入
山
川
、
ま
ず
や
わ
う
か
り
V

」
忠
り
ψ
す
り
。

寸
パ
、
J

の

必
、
、
．
々
の
所
、
ほ
夕
、

一
番
よ
く
煤
け
「
rL3
め
け
で

L
ょ

ぅ。たす、人，，
J

国
リ
め
よ
。
〉
’

h

－
ee

－－、こ＋
ζ

こ
れ
た
け
り
フ
ゼ
切

っ
て

3
ん
い
た
外
d
H
ノ
、
勿
」
丁
ず
た
ま
ん
お
り
の
し
Y」

O

そ
ん
ぷ
あ
J3
日
、
宇
宙
茶
左
倣
み
に
立
ち
寄
コ
た
い
つ
、

出
J

杓
ざ
ん
、

f
yヤ
勺
／
＼
i

o

y
主
回
士
主
寸
寸
包

丁
芝
居
川
リ
で
り
た
。

γ
ー
の
一
豆
た
い
フ
け
の
ん
ナ
で
1

1

1

白

「のマ
d

り
ヲ
ど
＼
広
斗
止
干
Z
。
ム
ワ
々
に
勧
川
期
桁
。
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谷
津
干
潟
に
ハ
ク
一
村
容
子
さ
ん
が
同
早
後
三
時
と

1

．
一
ろ
み
つ
け
た
も
の
で
、
同
愛
般
会

チ
ョ
ウ
五
羽
飛
来
一
の
諜
里
郎
会
長
の
簡
で
は
「
四

習
志
野
市
の
谷
樟
干
潟
に
十
四
一
年
前
に
一
羽
来
て
、
三
日
間
滞
在

日
、
ハ
ク
チ
ョ
汐
E
羽
が
飛
来
し
一
し
て
以
来
」
と
い
う
。

、

た
。
干
潟
の
消
捕
活
肋
を
続
け
て
一
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
真
っ
白
い
成

い
る
谷
棒
干
潟
盟
問
研
究
会
の
中
一
烏
ニ
羽
と
灰
褐
色
の
幼
鳥
三
羽

匡
匡
匡
匡
巨
巨
巨
巨
巨
巨

E巨
匡
匡
匡
匡
匡
匡
匡
巨
匡
匡

E
E
E匡
匡
匡
匡
匡
巨
匡
匡
匡
匡
匡
巨
巨
巨
匡
匡

EE匡匡

年
は
、
寒
波
が
遅
か
っ
た
た
め
か
冬

東
京
湾
に
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
一
家
閥
均
九
刊
行
計
錦

東
京
湾
の
一
番
奥
に
あ
る
野
鳥
の
四
日
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
五
羽
が
姿
を
買
が
二
羽
、
減
い
茶
灰
色
の
幼
鳥
が
三
め
て
と
い
う
。

楽
園
、
習
器
野
市
の
谷
棒
干
潟
に
十
せ
た
H
写
真
。
純
白
の
羽
毛
の
成
鳥
羽
。
同
日
夕
方
に
は
五
羽
と
も
ど
こ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
い
る
の
に
気
づ
い

？
訂
以

F
E

か
へ
飛
び
去
っ
た
た
の
は
、
十
年
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
日
本
野
鳥
の
で
同
干
潟
の
消
掃
を
嗣
げ
て
い
る
タ

会
本
部
に
よ
る
ク
シ
！
運
転
手
森
田
三
郎
さ
ん
（
百
一
九
）

と
、
迷
い
ハ
ク
チ

H
岡
市
谷
部
三
丁
目
。
謙
遜
竪
十

ヨ
ウ
が
東
京
周
辺
む
ろ
、
来
て
み
た
ら
弔
潟
の
申
ほ
ど

に
現
れ
る
ζ
と
は
に
五
羽
仲
良
く
浮
か
ん
な
尚
婚
。
そ

年
に
何
度
か
あ
る
の
後
、
見
に
来
た
開
会
官
製
盤
文
部

が
、
一
度
に
五
羽
会
員
ら
に
よ
る
と
P
泊
ハ
目
的
品
川
試
ウ

も
姿
そ
見
せ
る
こ
で
、
数
と
編
成
か
段
織
部
年
か
今

と
は
珍
し
い
。
今
年
生
ま
れ
た
子
巡
れ
の
則
一
家
ら
し

干潟で羽を休めるコハクチョウ

で
、
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ら
し
い
。
ヵ

モ
や
ユ
リ
カ
モ
メ
に
ま
じ
っ
て
干

潟
甲
央
の
水
の
中
で
羽
を
休
め
て

い
た
が
、
や
っ
ぱ
り
活
ち
着
か
な

い
様
子
。
珍
し
い
ハ
ク
チ
ョ
ウ
一

家
を
見
物
に
来
た
近
所
の
人
も
「

長
く
い
て
く
れ
る
と
い
い
ね
」
と

話
し
合
っ
て
い
た
。

対
は
、
注
目
沼
、
瓦
同
校
作

J

唱
の
の
く
ず
ノ
ウ
ご
。

同
勾
一
泊
＼
ア

J
H
h川一はい＼一／『
1
1

糊
一
山
国
一

口
一
］
一
弘
問

ん世一

R

A
ー
二
判

え
日
の
新
聞
記
事
。
斗
中
山
？
の
あ
3
人ず、

長

4
2単

J

検

閲

係

の

士

卒

仕

、

芯

－

勤

l
寸
来
マ
＼

Y

の
為
子
供
ム
川
け
の
本
の
主
ア
ル
に
ぶ
っ
た
。

、
イ
ホ
を
ふ
伏
フ
マ
、
肉
係
者
サ
マ
の
人
左
囲
ん

で
人
〔
え
を
持
つ
〉
」
の
こ
〉
〕
A
U
企
マ
リ
定
。

ご
れ
は
三
年

υ
一
州
、
県
人
必
ま
T
A
V

し
当
会
か
～
一

7
・

6
uり
ぬ
果
設
置
し
マ

下
の
宏
ム
白
久
め
よ
う
に
ふ
モ
ん

ず
捨
寸
い
h

ノ

川

爪

マ

り

た

。

ゾ

」

、

っ

せ

、

ぎ

つ

マ

行

く

ん

た

す

、

ら

己

で
に
γ
」
‘
ど
し
ん
ぶ
っ
さ
り
与
の
だ
ヲ
う
。
で

E
、
ト
よ
く
お
ノ
ゴ
事
。

衿
7
L
犬

、

拾

マ

摘

、

家

貯

道

具

、

実

秒

、

、

イ

の

句

ソ

ば

り

。

1

1

1

1

1

不
為
、
ゃ
ん
五
つ
ぢ
？
つ
よ
1
1
1
0

て
こ
ヲ
ナ
森
田
は
そ
の
～
記
事
左
読
み
六
か
す

夕
、
思
め
ず
、
何
の
久
ぶ
し
に
口
か
じ
ノ
ム
マ
し

ま
っ
た
の
で
あ

3
、
「

l

1

1

υ

リ
ふ
あ
こ
の

人
は
あ
、
み
ん
↑
必
ず
い
フ
ご
う
L
て
さ
い
フ
フ
マ
ぷ

あ

1

1

1

受
L
リ
門
戸
ヲ
う
芯
ぁ
L
X
e

芝
つ

川

m
所
1
回
の
払
A

食
ゆ
ェ
L

定
通
守
ふ
曲
、
忍
街
内
）

だ
」
い
つ
つ
疋
さ
の
。
ど
こ
ち
ず

312 
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γ
）
乞
そ
れ
に
は
、
こ
の
人
〉
」
遺
フ
マ
森
田
の
よ
う
に
、

／／ 

U
枯

y
h〔ん

γ
〕｛吾、っ凋
4
ノ
ケ
か
ぜ
り
ふ
す
っ
た
モ
ソ
フ
事
局

さ
芳
、
完
て
り
た
。

し
ず
し
そ
爪
は
そ
小
〉
U
Lマ
、
森
田
の
さ
一
ロ
突
す
そ
ぽ

に

り

た

会

正

田

ハ
一の

耳

に

入

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

J3
。
そ

の
会
ロ
貝
の
／
〈
は
ん
判
を
芳
、
入
、
話
口
相
談
し
た
の
ず
知
5

ぷ
り
か
、
、
計
一
風
で
パ
爪
て
い
リ
九
七
h
牟
ム
矢
口
々
け
初
、
ス
、
介

J

寸
森
田
三
対
左
一
闘
志
会
L

つ
改
め
て
に
ま
っ
た
の
だ
、

〉
〕
。
う
っ
す
ソ
言
っ
た
ゆ
か
リ
に
。
－
Y
）
リ
ピ
ゾ
u

せ
、
ぼ

く
た
大
ノ
の
志
L

の
作
宏
岡
本
大
友
で
l
p
、
き
に
殺
の
芯

回
－
攻
守
人
、

v
t
l
て
森
田
の
ψ

寄

ふ

く

ヲ

ク

戸

）

糸

、

加

。

、J
ノ

ロ
H
2
H
旧

午
後
パ
寸
時
｛
ワ
持
。



⑨ ーさ乙モメ力 ｜ずでざんお、 （の

才313号

形
目
ん
の
〆
〕
の
広
ん
で
す
内
ノ
、

41」

L
N

れ
・
ト
氏
、
フ
γ
」羽竺，，ノ

7
L

－

ロR
Z
目

。

中

村

守

、

ん

は

す

で

に

、

干
潟
に
来
寸
リ

マ

ペ

ル

左

投

げ

て

り

た

。

ム

ゲ

回

刻

l
h
夫

代

、
J

芝

測

っ

た

いう、

ω時
あ

ノ

っ

た

と

り

う

。

森

田

は

J

軍

人

殺

の

日

で

、

窓

の

都

令

で

沼

江

く

ぶ

ん

為

、

え

に

来

づ

ら

た

官

！

叫

が

人

Z
貝

て

タ

ク

＝

／

l
芝

え

い

つ

で

て

り

っ

た

。

Y
の

時

、

中

対

さ

ん

の

片

品

ヅ

ゲ

ク

I
＼
ん
ナ
一
角
で
、
男
の

人
沖

Jr・－
u
y
w紙
袋

左

干

潟

の

中

へ

技

庁

た

の

か

自

に

中
村
セ
ん
に
引
い
て
土
ア
サ
け
マ
、

νー
の
J

ハ
の
方

ヘ
弗
／
守
、
潮
に
来
れ

3
紙
袋
、
陶
走
り
ふ
り
。
プ
ミ
製
。

局
牛
歩
」
川
淵

K
L，
リ
え
い
」
フ

γ」阿保

入
フ
丈
h

．

芝

田
λ
た
＠
件
の
／
〈
は
、

後

之

見

フ

め

た

ま

ま

た

っ

た

。

身

動

セ

さ

せ

ず

。

「

す

み

ま

せ

ー

ド

ヶ

、

プ

ぞ

を

持

て

芯

リ

？

下

マ

リ

。

み

ん

志

で

拾

っ

づ

L

7
ら

を

の

で

す

か

げ

L

X
、
森
岡
は
、
一
色

っ
た
。

Y
句

人

、

軽

く

頭

左

下

同

り

芯

介

J

ハ
コ
、

寸
－
南
l
L
A
N

け
あ
リ
ま
せ
ん
、

1

1

ー
た
だ
、
実
は
、
あ
ホ
は
プ
ミ

で

は

本

リ

ん

で

↓

7

．足
り
訟
の
、

形

見

の

ぎ

の

広

人

で

＋
4
J
。
今
日
、

で
A
い
さ
こ
1

爪
さ

髪のえ／.：

ノ＼0＂＇.／来分 tフザて （二：（て：ヒ

カ之メめお（工・1ムJ

：子らねえ v手ふ；

決
L
7
L
、
t
h
A
ょ
う
〉
〕
思
U

ま
I
＼
守
L

I

－

－

L

Yよ
＝
口
っ
た
。

ぞ
の
瀕
は
、
、
志
士
ぬ
の
ど

ιホ
で

は
芯
く
、

認
識
の
V
L
ホ
で
あ

J

っ

たそ

除

？

、

中

対

す

ん

の

t
p

y
首－
w
の
謙
抑
A
A
合
う
戸
ず
、
仏

vu
ぎ

わ

・

よ

く

閣

九

3
り
が
仰
っ
た
。

事
l
務
局

0
斗
可
十
・
引
・
η
l
o
マ
6

b

l
村
容
？
？

谷
津
干
潟
愛
技
研
究
会
一
仰
一
T
一
G

〒
抗
習
志
野
市
谷
涼
一
千
七

14荘
E
号
一
凶
一

T
一
乙

電
話

O
四
七
四
l
U
l
五
O
四
四
一
白
そ
一

l
u

森

」

釘

一

念

附

1q8f.12.'2 

国

」
二
、
部
1

！
文
主
貝

授
業

斗
潟
の
イ
ラ
ス
ト
今

習
丸
野
市
の
総
津
小
雨
？
放
玖
粉
、
大
追
加
卒

干
潟
の
想

υ
去
の
イ
ラ
ス
ト
之
校
業

ぷ
ハ
よ
リ
、

で

便

り

た

り

〉

匂

の

設

し

ず

あ

リ

ま

し

た

q

土
日
の
一
来
末
湾
、

γァ
え
に
習
す
め
野
ヤ
の
ム
洛
句
、
）

〉」？、

Y
こ
で
句
ヰ
J

侠
ま
の
延
引
い
芝
知
つ
7
L
ち

Q
J
、つ
Y

」
の
こ
VM＠

斗
ん
な

T
伐
を
鈍
筈
tTh似
つ
主
～

り
す

3
yう
マ
す
j
o

斗
森
田
の
子
供
時
代
芝

生
失
に
首
L

を
す

大
道
え
生
よ
h
j
、
島
殺
の
授
業
に
未
づ
＼

A
7

の

生

従

え

に

話

l
づ
L
一
欲

l
り
〉
】
勺
と
℃
。
守
ぜ
ん

で

引

守

受

け

ま

し

た

。

~ ii表で l"1今、「郷ムの＆1-」 Xし）う検業ォ・＂t＇）、い－j支で、す。

習
志
野
市
が
主
体
に
『

－

1
t
d
i
l
－－－

i

一
ぽ
日
本
信
表
明
君
主
同

谷
間
恥
い
一
昨

．．
 

m．小川．引．zuau－－R
．
山
川
正
業
一
同
市
が
撚
定
じ
た
約
三
十
億
円
を

一
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
ぬ
同
市
は

公
害
防
止
事
業
団
が
、
わ
が
国
一
が
、
岡
市
は
谷
海
干
潟
の
「
サ
ン
一
全
面
的
に
受
け
た
れ
る
考
え
で
伴

初
の
自
然
干
潟
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
一
ク
チ
ュ
ア
リ
」
化
の
ほ
か
、
現
在
一
内
に
も
公
団
と
の
閣
で
費
用
負
担

（
野
鳥
の
聖
一
号
と
し
て
六
士
二
あ
る
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
を
甲
一
協
定
を
締
結
す
る
方
針
だ
1

年
ま
で
の
四
カ
年
計
画
マ
整
備
す
一
心
と
し
た
運
動
公
園
の
緑
化
、
内
一

、合
意
し
た
事
前
協
議
ほ
よ
る
と

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
一
陸
部
で
確
保
出
来
な
い
ス
ポ
ー
ツ
一
敷
地
面
積
は
ニ
0
・
三
お
。
計
国

事
業
主
体
が
決
ま
ら
ず
宙
に
浮
い
一
施
設
の
建
設
な
ど
を
行
い
市
民
の
一
戸
数
ほ
四
ト
十
四
階
建
て
の
中
、

て
い
た
習
志
野
市
の
谷
海
干
潟
環
一
共
同
福
利
施
設
と
し
た
い
考
え
。
一
高
層
団
地
三
十
五
棟
で
二
千
三
百

境
整
備
計
画
に
つ
い
て
岡
市
は
一
習
志
野
市
の
負
担
一
戸
。
う
ち
賃
貸
千
四
百
戸
、
分
謡

事
業
主
体
と
な
る
と
と
を
決
め
、
一
一
が
九
百
戸
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
七
日
開
い
た
市
議
会
全
員
協
一

t

金
は
大
幅
に
減
る
一
般
地
内
に
は
、
回
答
都
市
公

譜
会
に
墾
巴
た
J

干
潟
を
中
心
一

ょ日、
谷
津
三
寸
目
団
地
一
国
が
つ
ソら
引
、
そ
の
中
に
は
谷

川k
、
同
市
の
船
橋
市
境
か
ら
千
葉
一
習
志
野
市
の
京
成
谷
海
遊
園
跡
一
湾
遊
園
時
代
に
全
国
的
に
知
ら
れ

市
境
ま
で
の
世
情
状
の
地
域
を
九
緩
一
地
に
建
設
が
予
定
さ
れ
守
い
る
住
－
た
パ
ラ
園
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形

都
緑
地
と
心
で
盤
個
、
干
潟
の
野
一
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
～
谷
海
三
一
一
ο残
さ
れ
る
よ
ハ
十
年
二
月
か
ら

烏
保
龍
と
市
民
の
ス
ポ
l
y施
設
一
丁
目
回
一
地
」
（
佼
称
）
で
（
岡
市
の
一
着
工
、
六
十
六
年
度
中
に
完
成
、

私
ぽ
を
酒
妥
J

古
い
う
も
の
一
財
政
局
宮
員
一
貫
一
遍
億
九
干
五
戸
入
居
が
完
了
寸
る
と
い
う
。

で
、
四
年
間
む
総
事
業
費
は
百
四
一
百
万
凡
に
と

ι一宮
る
と
と
か
ニ
士
一

ギ
八
億
円
。
色
否
問
後
は
都
市
公
園
一
七
百
明
ら
か
に
怒
川
た
0

・問
団
ま
－

と
し
て
習
志
野
市
が
管
理
す
る
こ
一
で
に
合
怠
し
た
市
と
公
団
む
事
前
↓

と
陀
な
る
J

川
一．
J

o

，J；
λ
J
一
協
議
結
果
を
も
と
に
算
出
じ
た
も
－

H

具
体
的
な
計
画
は
こ
れ
か
ち
だ
『
の
で
品川
豆
半
六
年
の
公
団
．（当時『

lqゎ官

7-'g自



・
1

J

1

・v

－
一
経
営
再
建
の
た
め
手
放
し
た
。
住
一
階
建
て
の
住
宅
三
十
五
棟
三
千
三
一
万
円
の
合
計
十
三
億
四
千
万
円
と

A

－P
2
2
5
3品
集

会

収

2
2つ
だ
が
お
際
む
；
事

1
5内

へ
利
発
一
宅
・
需
審
公
団
が
団
地
の
建
一
百
一
月
壱
建
て
る
。
計
画
入
日
は
八
一
す
る
。
た
だ
し
、
’公
団
が
開
発
負

鶴
港
ぺ
必
剖
誌
よ
ヤ
盛
高
察
縁
関

γ

一
陸
自
主
、
地
元
負
京
一
主
丈
。
団
地
の
西
側
面
か
一
塁
一
一
一
億
四
千
五
百
万
円
需
に

J
U

己
必

E
一氏
以
一t
G作
一
一
戸ひ

、

剛

一一
時
鰐
日
韓
関
一
語
出
器
一
軒
下
町
税
関
誌

u

遊

、一
ベ
ロ
ッ
パ
山
が
閉
会
者
介
む
で
囲
竺
堅
っ
建
設
玄
仕
を
一
市
下
水
道
に
議
す
定
償
金
五

に
川
…畑
町
額
配
地
元
負
担
も
大
幅
減
緯
JV
一
町
村
説
説
訴
訟
一

J
u
q
i
f
v
p一諮問問郡山
N
U
V
村山一

一
は
難
色
章
一
小
じ
て
開
発
を
あ
き
b
一
市
の
開
発
負
担
金
は
大
幅
に
剛
b
一
に
減
ら
し
た
。
l

’e
a

J

パ
、
’

一

習
志
野
市
は
岡
市
谷
持
L
あ
る
一
｝
平
七
日
、
協
械
が
終
わ
足
量
一
ら
七
年
計
画
で
中
高
層
住
宅
二
千
一
百
万
円
に
抑
え
る
」
h

と
い
う
内
容
一
め
、
再
び
公
団
が
名
乗
り
を
あ
げ
一
れ
、
・公
園
の
用
地
質
三
億
四
千
五
一
三
上
文
－
市
長
は
パ
ラ
闘
が
残
一

憲
息
地
闘
跡
地
白
書
回
一
’が
成
立
七
た
こ
を
明
、

8
5
2宣
室
建
設
す
る
。
パ
ラ
園
は
一
で
、
同
店
主
張
が
大
幅
に
採
り
一
て
い
た
J
f
，1
91
u

一
百
万
円
、
会
校
と
保
育
園
の
建
一
り
、
莞
負
担
が
最
少
に
抑
え
ら

に
つ
い
尤
住
宅
・
湾
審
公
団
一
月

’

れ

‘
＼
‘
，

a

’
と
ほ
ぼ
現
状
通
り
保
官
、
留
志
野
一
入
れ
～
ら
れ
て
い
る
。

ト

・

一
台
雪
崩
発
計
画
書
は
二
十
一
員
八
億
三
千
七
百
万
円
雨
水
一
れ
、
警
の
結
泉
が
得
ら
れ
た
と

ど
跡
的
議
議
け
て
い
た
が
、
一

山開
発
話
は
2
ハ
十
年
三
月
か
一
市
の
開
発
負
担
金
は
四
億
九
千
五
一
，
ハ
皇
遊
園
跡
地
は
京
成
電
鉄
が
一
三
二
信
の
問
地
に
四
階
窓
十
四
一
放
水
路
の
建
設
費
－
億
五
手
合
一
し
て
い
る
。

ま
た
べ
岡
田
、
岡
市
は
公
害
防
守

止
事
築
団
が
総
エ
費
百
四
十
八
億

円
で
岡
市
香
澄
か
ら
谷
障
に
か
け

て
建
設
す
文
制
緩
衝
緑
地
と
谷
津
千

摘
に
鳥
獣
保
護
区
を
設
け
る
事
業

を
市
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。
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公
団
譲
歩
で
合
意

住
宅
建
設
は
二
千
三
百
一
戸

一一町
一
中
高
層
住
宅
ゾヘ
一

一
遊
L
’
j

一
同
司
同

，

対

M
3

沙
bn

’・6

，、－
F

I

－
－

一γ

住

／

、

J

市
七
公
団
信
内
に
も
負
担
協
定

一
．，盟
芯
竪
mの
京
成
谷
津
菌
跡
F

一
分
践
脅
一
戸
、
r

飼
貸
千
四
百
宵
の
一
設
質
（
用
地
三
千
九
百
呈
刀
M
川

は

一ι

地
開
発
を
め
ぐ
つ
て
住
申
沼
叫

e

都
市

φ

一
中
．
高
層
佳
宅
を
建
設
す
w叫
。
計
一
公
団
慢
供
）
ニ
億
三
ニ
千

一
町
艶
倒
公
団
と
溜
芯
野
市
の
間
で
進
一
画
人
口
は
ハ
千I

五
寸
人
。
市
箭
会
一
雨
水
の
処
理
管
建
設
質
一
億
五
千

一
め
ろ
れ
て
い
た
酎
申
前
協
椛
が
ニ
十
．一
な
ど
で
わ
熊
点
穴
な
つ
て
い
た
バ
一
八
百
万
円
の
合
計
十
三
億
四
千
万

一
七
臼
ま
で
に
合
意
に
透
3

匂
年
内
．一
ラ
フ
園
に
つ
い
て
は
お
聾
巾
公
一
可
乙
れ
に
対
し
公
団
は
開
発
負

一
に
も
負
担
協
定
が
公
団
と
市
の
間
－
．
園
の
軸
と
し
て
珪
杭
、
．
五
ヰ
ぺ
三
百
－
担
金
三
億
四
千
五
百
万
用
と
一
水

一
で
結
ば
れ
る
こ
と
日
札
な
つ
h

～
焦
一
株
の
パ
ラ
は
若
返
り
を
図
り
な
が
一
を
冊
目
沼
処
理
区
で
処
事
る
と

一
点
む
な
っ
弔
い
た
パ
ラ
閏
は
ほ
ぼ
一
．6

再
聴
碗
λ

隣
擦
住
民
の
避
難
広
一
し
て
五
億
円
を
市
に
支
払
つ
こ
と

一
現
状
通
り
民
虐
れ
、
住
宅
開
発
一
望
す
る
J
h

団
地
内
外
に
通
じ
る
一
に
な
り
、
申
責
的
な
市
の
負
担
金

一
に
停
立
用
の
負
舟
は
約
五
億
円
に
一
道
路
九
本
の
整
備
は
公
団
が
行
一
は
差
し
引
き
四
億
九
千
五
百
万
円

一
議
さ
む
弓
五
主
ハ
年
四
月
日
一
い
、
汚
氷
山
惜
の
津
田
沼
処
置
一
と
な
る
。
「
五
主
ハ
年
の
公
団
開

一
京
成
震
が
売
却
を
決
め
で
以
一
の
公
共
下
水
道
に
護
処
理
♂

一
発
案
に
比
べ
負
拘
金
盟
会
の
一

一
来
、
二
転
三
転
し
た
同
遊
園
跡
地
一
地
元
（
布
）
負
担
ほ
公
園
田
お
一
に
減
っ
た
。
公
団
も
ギ
リ
ギ
リ
の
・

一
は
公
団
の
手
で
パ
ラ
固
に
隣
絞
U
一
m
V
2っ
市
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
一
線
ま
で
譲
歩
レ
た
と
思
ーコ
」
と
三

一
信
・
高
間
住
吉
霊
祭
わ
一

。く
ニ
・
思
議
く
？
六
努
一
上
文
一
室
は
話
し
て
い
る
。

一る
0

・

ソ

t

」
の
用
地
質
匹一
億
四
千
五
百
万
円
、
一
谷
律
遊
闘
は
大
正
十
四
年
間

一
室
に
遼
し
た
憲
針
回
豊
一
公
量
産
（
十
八
ク
ラ
ス
二
間
、
五
十
六
年
四
月
九
震
譲

一
に
よ
る
と
、
開
発
面
相
巴

δ
・－
一
用
地
二
万
四
千
歪
白
川
は
公
開
健
一
が
怒
凸
一
向
症
の
た
め
列
却
決
定
、

－
長
ぜ
こ
に
四
件
居
住

E
8議
官
百
万
円
一軽

量

一

b
汁
七
年
比
一
釘
民
間
三
初

I I~ 

iき？護；i附5
；：，＼警，，；・：：重，d

Cil・f)I勾詰
4 なプ竺醍 h ーう

一
う

川
リ
β

一
朝
日
新
向

夜

間

・

川

万

口凶壬小
ノハ寸

l引き
II 吾

23為

小

／て

一
匹
階
建
た
の
中
高
居
室
主
一
一
一
団
側
室
室
協
定
詰
字
る
予

一
百
戸
門
賃
貸
千
四
百
戸
1
1観
九
一
定
で
九
一
調
印
を
終
え
た
来
年
「
月

一
百
戸
〕
老
建
設
む
八
千
芸
市
入
が
一
に
も
窟
王
い
お
六
十
一
年
三
月
を

一
入
居
す
忌
川
ま
た
～
一
都
市
公
園
田
一
メ
M
U応
入
居
が
出
ま
る
。

一
診
の
巴
現
在
皇
干
椋
の
六
万
一
・γ

．羽
町
長
野
市
が

い一

一
国
古
川
広
場
と
レ
て
残
す
o
u
－

－

一
日
夜
貸
担
金
に
つ
い
て
山
公
団
一
日・
事

業

主

体

に

J
I

一
側
は
今
年
五
月
九
一
一
百
＝
干
億
円
一
、
U
J

’山
谷
津
干
潟
の
緩
衝
線
地

一
で
京
成
包
鉄
払
九
つ
用
地
を
買
い
取
一
公
審
防
止
事
業
団
が
、
習
志
野

一
っ
た
際
、
市
の
開
発
指
噂
堕
頂
に
一
市
の
谷
津
干
潟
に
計
画
し
て
い
る

一
基
づ
い
て
公
園
用
地
造
成
費
な
ど
一
緩
衝
緑
地
建
設
崎
川
同
市
は
二
十

一市
負
担
ー
大
幅
に
軽
減
一
諮
問
時
間
訂
版
一
日
日
比
九
時
耕
輔

齢
糊
閥
・
実
質
四
億
九
千
万
に
一
昨
日
r
村山一則的問諮問一一一に以内駐日間取れれ

習
志
野
市
の
谷
津
遊
園
跡
地
の
－
分
が
、
出
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
一
億
三
千
一
一
一
百
万
円
な
ど
、
総
額
だ
一
＝
一
・
六
か
o

－2り
谷
津
干
潟
四
十

一
利
用
計
画
で
、
懸
祭
だ
勺
た
市
の
↓
公
共
施
設
建
設
貨
の
負
担
な
ど
四
一
十
三
億
四
平
万
円
を
負
担
、
乙
れ
一
二
・
ご
か
宇
佐
整
備
し
げ
緑
地
、
ス

一
負
担
金
問
題
か
、
住
宅
・
都
市
整
↓
億
九
千
五
百
万
円
に
、
大
幅
軽
減
一
に
対
し
、
公
団
側
が
、
一
一
一
億
四
千
一
ポ
1
Y施
設
な
ど
こ
十
一
・
四
珍

一
備
公
団
と
の
事
前
協
議
の
結
果
、

一一
さ
れ
た
0

0

－
五
百
万
円
の
開
発
負
担
金
や
地
域
一
を
設
け
る
。
船
橋
、
千
葉
の
岡
市

一
合
意
に
遼
l
u
i
二
十
七
日
、
市
か
一
跡
地
利
用
計
画
は
、
総
面
積
が
一
内
汚
水
処
理
施
設
の
建
設
質
周
五
一
境
か
ら
湾
岸
誼
路
（
国
道
一
一
一
五
七
・

一
ら
計
画
概
要
が
発
表
さ
れ
た
。
一
一
一
千
二
二
珍
。
こ
り

2
q
公
園
一
億
円
を
市
に
支
払
う
た
め
、
市
の
一
号
線
）
沿
い
に
、
幅
百
M
の
帯
状

一
そ
れ
に
よ
る
と
、

。当
初
、
公
団
一
緑
地
が
四
・
三
信
、
公
共
用
地
四
一
実
質
負
担
は
四
億
九
千
五
百
万
円
一
に
造
ら
れ
、
干
潟
は
、
国
設
鳥
類

一
側
が
主
強
し
て
い
た
公
園
用
地
の
一
・
四
五
絵
、
残
る
十
一
・
五
か
が
一
と
な
刀
た
。

守

一
保
謹
区
に
予
定
さ
れ
、
野
鳥
の
楽

一
造
成
費
約
十
六
億
円
の
市
の
負
担
一
住
宅
用
地
。
こ
こ
に
四
階
か
ら
十
一
一
ニ
上
文
一
市
長
は
、
年
内
に
公
一
固
に
な
る
。
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事
務
局
0
斗マ
4
l
e
引
，
ワ
o
ワ
6
中
村
中
骨
子

店

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

一

仰

一

E
6

の

は

や

加

習

志

野

市

谷

浩

一一T
工

鵬

荘

E
号
一
ぜ
一
－
－
つ
ん

汁

宵

話

O
四
七
回
l
日
l
五
O
四
四
一
貫
一
い
川

山

支

責

森

田

三

幹

一

会

奈

川

/J) 

か
新
市
内
配
4

尾
a

－rt「l
りマ
d

持
、
、
前
炊
で
初
め
マ
菅
へ
っ
た

勾
手
前
の
？
っ
。
で
さ
尽
か
忍
く
、
隔
は
ず
J
N
で

が

7
く
。
う
す

l
A
は
偽
え
。
脊
尽
日
汚
3
〉」

ぞ
く
そ
ご
マ
、
吐
く
兎
か
台
か
っ
た
。

買うこヱ乞すすめてくれ7ミ00てき人人あリサ、乙う。

部
2m（
に
日
勾

3
の
か

発
ー
に
く

一
電
気
？
す
。
ろ
一
今

l
／州、主企
3
。
一
ペ
オ
／
’

八
九
フ
ま
寸
実
、
U
時
は
郡
忍
｛
の
中
で
体
怯
吹
き
し

マ
り
た
円
。
主
－
4hA
づL
1

初
め
づ
＼
暖
秀
夫
左

四
国
＼
っ
た
。
、
つ
れ
l
リ
。
ど
う
l
L

マ
ム
フ
ま
？

買
わ
宇
命
令
っ
た
ん
た

τう
、
芯
く
さ
広
り
の

に
。
ム
ァ
、
あ
っ
た
か
味

Z
A外
に
廷
b
な
ず

い
ヘ
ノ
、
ぞ
う
田
川
フ
「
L
U
3

．4
1マ
、
ミ
れ
を
宝
ヨ

リ
ヤ
＼

u
v
a
。

宙
人
家
か
、
う
芝
、
う
っ
た
コ
タ
ツ
は
あ
3
0
h郁

｝

A
b
切
ー
ぶ
り
ょ
、
パ
＼
J

た
よ

か
わ
け

Y
、
フ
に
、
こ
の
カ
モ
ヤ
カ
モ
ど
芝
、

パ
シ
左
技
庁
マ
ザ
た
い
い
に
、
す
り
｜
〉
X
匙
け

為
た
り
申
ふ
か
ゲ
、

A
フ
ま
で
め
生
芳
、
可
制
主
芝
公
マ
か

ケ
め
こ
γ
」
、
特
に
、
。
あ
の
寸
ふ
か
ん
ど
L

H

、川小、本

干
潟
、
の
係
業
に
取
り
く
ん
で
さ
に
ゆ
ι
牛
崎
の
と
V
」左

足
ウ
た
。
森
田
は
、
干
潟
に
肉
係
す
3
u爪
外
め
さ
の
に

は
、
ケ
4
7
た
フ
た
向
。
人
か
廿
ノ
芝
、
そ
う
ム
－
E

あ
れ
だ
。

こ
爪
か
じ
ノ
、
茶
、
め
ん
や
洋
服
ゃ
く
ν
ス
左
賀
川
、
ガス’

ざ
人
ふ
た
り
。
少
し
ず
つ
、
身
メ
の
回
リ
芝
樹
党
、
入
づ
し
い
け
守

下
h

ハ・り

γ」
回
仙

3
寸
り
て
ぴ
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－，
A
v
e－
J
 

り
た
っ
た
け
ど
、
ム
／
L
ず
J

ヘノ

j
f
l
i
、
引
に
人
／
＼

γ
込
同
リ
本
く
る
つ
マ
ヤ
で
て
、
ム
フ
は
大
分
、
ィ
、
う
で
ぽ

4

ぬ
〈
る
つ
づ
k

り

τん
で
す
よ
。

Y

」
く
に
力
モ
は
、
体

に
と
内

J

ぶ
つ
か
っ
マ
さ
、バ
ク
く
食
べ
ご
マ

0
0

X
L
A
小
ざ
、
い
ペ
ヤ
－｜
／
＼
？
｜
／
〈
＼
辺
り
一
面

ゴ
ふ
り
を
す
玄
の
で
す
。

ぞ
う
た

3
う
そ
う
た
て
ノ
う
、
八
円
ア
ま
で
の

ミ
て
を
想
え
ば
」
処
理
さ
芯
り
ょ
。
ぎ
つ
γ
」

ぞ
う
、
先
に

L
み
づ
り
マ
習
－
償
た
ふ
フ

t

i
－－＼主ーってり

3
1ハ
貯
よ
。

こ
ホ
ま
で
に
、
マ
ん
ず
ん
、
F
A
H
V
H
L
、ゾや

宏
之
及
け
い
H

ノ
バ
爪
寸
人
き
た
ん
か
ん
か
に
ノ
。

L
ょ
う
す
石
り
よ
、
ム
フ
こ
こ
で
急
代
、
あ
7

U

は一、－
7
ヰ
で
そ
う
で
忍
〈
ぷ
水
フ
三
＝
ロ

フ
て
マ
＋
め
l

1

1

0

で
さ
、
で
さ
や
、
そ
れ
は
て
ヲ
マ
芝
ゆ
フ
〈
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ゑの陽たまりで・

色
然
、
殺
九
に
か
ウ
マ
リ
と

イ
」
ノ
プ
？
ぁ
3
0
川
月
の
総
リ
の
墳
、
夫
久

は
芳
、
晴
く
よ
か
J

っ
た
か
、
尽
か
と
マ
ざ
冷
た

け
因
。
、
沃
木
の
々
、

νィ
寸
の
ど
L
ぽ

の

、

日

当

yの

よ
け
品
川
で
D

〈
戸
フ
墳
は
命
ぎ
尽
き
果
て
、
十
一

Y
」化
l
K
7
k
り
7
J

か
ぎ
知
北
川
十
ふ
り
彼
じ
ノ
e

「はずす L¥) ／」フててお干潟

寸

x
y
g
rで、
h
u
く
去
足
の
海

L

名前左首i

学校の沼恵及んだ、フて

ゼ与枚に賭リました

寸
ハ
レ
カ
チ
切
の
海
の
田
川
リ
広
L

、近くの中単検の女生徒です。

去

τ九
日
、
森
田
三
郁
の
品
検
、
品
格
よ
巾
主

、
宮
本
小
学
検
に
と
の
ニ
鼎
を
麹
ク
ま
し
た
e

二
十
七
年
振
り
に
見
3
A
U
秩
に
、
昔
の
岳
地
，

は
全
く
、
句
引
い
℃
つ
〉
」
づ
L

年
冊
、
今
ヲ
足
。
木
ゃ
草

は
ヶ
、
砂
州
ベ
は
消
、
丸
、

代
リ
に
、

コ
ル
ク
リ

l

l ) 7三宮、

ト
γ
」
コ
ぞ
か
偽
／
U

の
に
は
警
り
た
：
1

1

9

K

フ
一

と
こ
ろ
の
草
木
は
地
面
に
深
く
勾

』

＼

f
l
l

根
を
お
ろ
す
。
砂
浜
の
ハ
マ
ボ
均

一

’

〉

Z
U
M
ウ
フ
ウ
と
い
う
や
つ
は
、
地
上

H

』

〉

汁

d

典
の
叩
倍
も
地
下
に
根
を
伸
ば
す
何

h

O
犬

一

重

ん

だ

。

h

伝
達
・
丑
八

U
U

登
る
木
が
ほ
し
け
り
ゃ
、
と
向

山

h
一ユ
I

務
官
び
は
ね
る
魚
を
つ
か
ま
え
た
け
，

句

来

ヲ

用

久

り

や

、

警

に

な

い

も

の

が

欲

片

片

し

け

れ

ば

、

待

っ

て

い

る

ん

じ

勾

片
み
ん
な
／
・
秋
津
に
は
確
か
に
ゃ
な
く
、
自
分
達
で
さ
が
し
に
片

片
大
き
な
登
れ
る
木
も
な
く
、
魚
行
こ
う
。

h

k
～
の
い
る
き
れ
い
な
川
も
な
く
、
そ
し
て
、

－秋
津
小
に
足
り
な
勾

句
虫
の
い
っ
ぱ
い
い
る
林
も
な
い
。
い
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
勾

句
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
ま
な
い
か
。
自
分
達
の
足
あ
と
が
片

片
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
。
君
残
る
よ
う
な
学
校
生
活
を
し
よ
均

句
達
は
こ
の
よ
う
な
歌
津
で
生
活
う
じ
ゃ
な
い
か
。
心
の
中
で
、
句

片
し
て
い
る
が
、
君
達
の
体
の
中
ゃ
っ
た
あ
／
と
思
え
る
こ
と
を
片

片
に
は
人
間
と
し
て
あ
た
り
前
の
や
，
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
勾

片
欲
求
が
息
づ
い
て
い
る
。
そ
の
一
緒
に
考
え
よ
う
。
』
～

句
求
め
る
心
が
死
な
な
い
限
り
、
秋
津
に
残
さ
れ
た
自
然
、
谷
与

句
君
達
は
常
に
生
き
て
い
る
ん
だ
。
津
干
潟
を
守
り
育
て
て
い
る
森

h

h

人
間
も
動
物
も
飢
え
た
と
き
、
固
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
お
ら
れ
．

勾
食
物
の
大
切
さ
を
知
る
。
植
物
る
こ
と
を
み
ん
な
も
知
っ
て
い
均

一均

だ

っ

て

そ

う

だ

。

水

の

少

な

い

で

欲

し

い

。

，

，

あ
り
ノ
？
と
う
、
久
保
々
、
ん
。

Bん

，＿ ’ー編集発行
秋津小学校 ’ト ー

PT  A広 報 部

久
保
ゾ
差
異
で
ん
の
ご
と

ね
は
、
と
の
久
保
守
ん
γ
」
川
、
フ
人
に
存
尽
を
泊

り
7
k
り

3
0
査〈
b
A
で
が
・
」
侍
『
川
ハ
じ
℃
一
フ
、
ご
一
、
ゾ
か
／
で
秩

舎
内
士
、
テ
寄
付
宍
芝
旬
か
を
や
り
ぷ
か
じ
ノ
ト
ホ
／
り

ん｛まい

マ
り
マ
o
e

保
は
小
柄
、
手
は
ね
ど
口
引
い
u

住
れ
に
て
ノ
、
っ
。
た
気
軽

で

4
2ば
り
Y
L
た
及
川
い
に
左
ヰ
ゴ
ス
マ
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＋
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＋
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／
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＼
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／
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岸
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↓
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「
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植
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＋
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＼
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／
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句
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丈九。

か
に
、
そ
の
心
の
－
均
平
均
慨
を
押
し
広
け
た
亙

害
。
人
陶
工
ソ
フ
、
危
険
と
ロ
ヨ
タ
に
苅
ち
く

さ
広
大
ぶ
瞳
里
山
大
陸
の
、
そ
の
行
く
ん
ナ
に
燈
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＋
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｜
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＼
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。
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、
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仕
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。
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〉
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＼
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湿
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鎖
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令
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仲
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＼
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潟
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。
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＼
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介
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．
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潟
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＼
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什
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潟
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♂
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仕
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L
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台
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／
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潟
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｜
習
志
野
市
に
あ
る
谷
器
開
平
－
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潟
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廿
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潟
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友
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潟
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る
。
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潟
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潟
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潟
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。

寸

ロ

八

μ

営
打
笠
し
を

ど
（
の
キ
l
民

〉

J
元
旦
ク
リ
l
L
A汁’
u
較
し
、

¥../ 

コヱゃっτ

ぷ
に
り
、

ー
＋
め
た
し
は
三
日
坊
主
芦
す
じ
J

フマ
L

、
？に

初あちょ

アトヴ、やりやすl) 'iりう也αD

主
主
、
さ
し
る

υ
？、

かにノ、

Jib 

単
ノ
l
ト
で
九
十
二
帰
国
P

・
・
よ
く
凝
り
た
℃
思
う
。
，、
、~

へのへのモヘ旬、わか、~t~－一。それセ＼) l J。ヱlづく続けよう，／

ど
に
さ
内
J

く
に
さ
付
け
始
ふ
り
マ
り

3
。
今
、
丈

－失
hρ
ま
マ
圭
同
長
＼
凝
け
マ
d

貯
て
ど
っ
。

寸
釈
に
は
害
く
力
か
芯
り
L
V」
言
、
っ
。

ホ
か
じ
ノ
ざ
、

ん
は
よ
く
、

央
、
設
い
ν
怜
I

＋
ふ
り
、

・工にか乙、

事、くミ乙‘

7
、
市
今
マ
6

のふ
V

。
3
く
に
害
ヤ
で
さ
し
芯
リ
マ
、

力
石
ん

れ
に
け
り
て
J

、
3
く
に

ど
う
し
マ
1
4
民カ
L

ず
無
り
ゑ
t
N

り

に

潟

、

議

、

三

目

、

現

主

芝

年

が

じ

J
4
b
l
く
リ
昆
せ
N
U
U

サ
つ
く
あ
け
去
り
い
」
品
工
必
り
介

J

。

v
t
I
C’
a資
格
る
り
よ
。
カ
ウ
為
3
hす

片
ノ
室
田
く
ん
い
」
や
4
A
リ
よ
、
害
く
今
い
「
ノ
カ
か
一
ム
マ
。
ん
も
ハ
よ
。

¥ ) 
Q 

、
ゥ
ん
え
、

「
t

－
制
さ
奪
－
く
こ
V
」
か
ぷ
U
L
っ

づ
k
o
r－L
ん

ぶ
こ
と
は
る
り
L
d
o

や
リ
た
寸
っ
た

け
E
h
R
Y
J
う。

サ
ハ
つ
や
っ
た
ま
で
の
こ
ヱ
。

日
付
け
〉
い
天
気
金
、
議
た
ウ
マ
圭
国

γ
L
ぺ
で
さ
駄
目
ぷ
じ
ノ
、

奇
市
く
こ
〉
」
ば
芯
り
L

日
、
記
貯
つ
づ

k

￥
・
、
、
フ
刊
に
よ
。
森
田
は
ナ
大
め
は
吋

町
角
の
ー
司
問
題
に
℃

l

l

l

o

飛び交うユリカモメの群れ

－
AJ
日
は
勾
〉
芭

フ
て
金
目
け
ば
ハ
り
の
す
。
ク

u
d

ゃ
～
か
J

ヲ
天
気
芝
ム
ム
セ
。

、
ν作
戦
さ
同
い
し
ご
〉
レ
。

干潟のすぐ広くのパシ技庁のこ'l.

景t津，b単較で本長内君L足しt:,'t'.: l ）う。

h
～’今ケ

：子供すよく来て＼） JC込克l）。

本置のtY&沖、、早くるくみ 1'i'¥)¥Jぷあ e

渡
り
鳥
の
休
息
地
と
し
て
会
図
的
に

知
ら
れ
る
谷
津
干
潟
。
餌
付
け
に
誘
わ

れ
務
れ
を
な
し
て
乱
舞
す
る
ス
ナ
ッ
プ

袖f浦団地自治会Jt毅＼＇＼.~r

れ
て
い
る
秋
律
の
中
村
容
子
さ
ん

が
、
五
十
八
年
十
二
月
か
ら
始
め
た

も
の
。
「
オ
1
イ
」
と
叫
ん
で
パ
ン
く

ず
房
設
げ
る
と
、
野
鳥
た
ち
が
警
戒

し
な
が
ら
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
来
た

の
で
、
そ
れ
以
来
、
雨
に
も
負
け
ず
風

に
も
負
け
ず
毎
日
投
げ
続
け
た
こ
と

が
、
警
戒
心
の
強
い
野
鳥
た
ち
の
信

頼
を
得
た
さ
足
。

メ
一
つ
ハ
ン
来
持
っ
て
い
な
い
と
き
で

問
一
議
ん
で
来
る
よ
う
に
な
り
、
あ
わ

リ
一
て
て
パ
ン
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と
も

江
一
あ
る
ん
で
主
」
と
中
村
さ
ん
。

勝
一
平
潟
周
辺
の
パ
ン
屋
さ
ん
の
協
力

拝

一

て

毎

日

投

げ

る

パ

ン

く

ず

は

約

十

」

竺
J
。

午

後

二

時

、

森

田

さ

ん

た

ち

が

水

与

%

一

面

に

パ

ン

く

ず

を

投

げ

る

と

、

弟

、

つ

掛
一
に
羽
根
山
深
め
「
キ
ュ
l
ン
、
キ
ュ
l

仰
d

比
一
ン
」
召
1
ヨ
、
ピ
1
ヨ

」

と

甘

え

る

で

ん
こ
よ
う
に
鳴
い
て
い
た
ユ
リ
カ
モ
メ
約

νて

ン

一

九

百

羽

が

真

っ

白

い

翼

を

広

げ

て

い

「

二
っ
せ
い
に
飛
び
交
い
、
千
二
百
羽
の
一

E－－－－T
i
s－－
i
f
i－－－

f－F
E
t
i－－
i
i’
－

E
d
i
f
i－－

f
JB・E・－
J
i－－－
1
f
i
z
z－
－
－

一
カ
モ
も
飽
を
求
め
て
少
し
ず
つ
近
づ
一
い
。
一
は
平
潟
に
通
っ
て
い
る
。
冬
休
み
は
一
羽
の
ユ
リ
カ
モ
メ
が
飛
来
す
る
。
太

一
い
ず
と
る
。
一
「
早
く
逃
げ
て
」
「
が
ん
ば
れ
」
五
一
毎
日
通
っ
た
と
い
う
同
小
三
年
の
滝
一
陽
を
キ
ラ
キ
ラ
と
翼
に
反
射
さ
せ
て

一
「
ガ
ワ
ァ
、
ガ
ワ
ア
」
「
ギ
ャ
1
ギ
一
羽
の
カ
モ
メ
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
餌
一
智
江
さ
ん
も
「
烏
と
友
だ
ち
に
な
り
一
舞
う
ハ
マ
シ
ギ
千
羽
の
美
し
い
編
隊

一ャ
1
」
と
真
っ
赤
な
く
ち
ば
し
で
パ
一
を
く
わ
え
て
必
死
に
逃
げ
回
る
カ
モ
一
た
い
」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
散
歩
に
来
て
一
飛
行
事
醜
め
な
が
ら
の
野
鳥
と
人
間

カ
モ
メ
、
カ
モ
、
ハ
マ
シ
ギ
な
ど
約
－
ど
が
海
田
沼
高
校
脇
の
谷
律
午
潟
に
一
ン
ヰ
9
を
奪
い
合
う
ユ
リ
カ
モ
メ
、
一
に
子
ど
も
た
ち
の
声
援
が
飛
ぶ
。
一
初
め
て
餌
付
世
ゼ
見
た
若
松
小
教
諭
一
の
触
れ
合
い
は
、
習
志
野
の
新
し
い

＝
一
十
種
類
の
一
鳥
の
楽
園
と
し
て
知
一
ず
ら

p盈
ぷ
。
一
カ
モ
メ
突
群
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
一
袖
ケ
浦
西
小
四
年
の
鈴
木
真
由
さ
天
橋
正
明
さ
ん
も
「
か
わ
い
い
も
の
一
風
物
詩
と
な
る
こ
と
だ
る
つ
。

ら
れ
て
い
る
谷
津
干
潟
が
、
乙
の
と
一

ζ
の
餌
付
け
は
谷
津
干
潟
愛
護
研
一
も
懸
命
に
餌
を
追
う
カ
モ
、
足
元
ま
一
ん
は
、
冬
休
み
に
通
り
か
か
っ
た
の
一
で
す
ね
」
と
、
野
鳥
mヱ
穴
群
に
し
ば
し

司
？
土
T

E
－－マ三？と－－

i
－－－－
M

一
こ
ろ
野
鳥
た
ち
へ
の
餌
付
け
で
賑
わ
一
究
会
代
表
の
森
田
三
郎
さ
ん
と
「
カ
一
で
近
寄
っ
て
来
て
餌
を
ね
だ
る
ハ
一
が
き
っ
か
け
で
家
族
ぐ
る
み
の
愛
鳥
一
見
と
れ
て
い
た
。

一
い
、
日
曜
日
と
も
ぷ
＠
と
五
十
人
ほ
一
モ
メ
の
お
ば
さ
ん
」
の
震
称
で
呼
ば
一
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の
し
ぐ
さ
が
か
わ
い
一
家
に
な
り
、
パ
ン
く
ず
を
か
か
え
て
一
こ
れ
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
三
千

一，
．．
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ラ
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全国的に主行＇ l今、ふり谷津干潟をよリ文 l）汗らで、殺したりちので、す。

l 、

村
総
津
干
潟
の
色
然
公
固
化
に
勺
り
マ
の
要
望
与
す

習
志
野
、
下
長

三
上
文
一
成

本
建
は
、
こ
の
友
め
公
害
関
土
事
lぜ
永
田
に

よ
3
、
小
漆
干
潟
聞
m～
一
整
偽
す
平
安
A
計
一
払
に
対

L
、
決
の
ふ
項
目
に
づ
り
マ
要
望
ー
ま
す
。

一
、
計
晶
、
姥
行
に
つ
け
マ
、
事

E

ぷ
剛
に
十
弁
ぷ
自

然
環
境
調
を
を
行
、
つ
ご
Y
〕
。
特
に
干
潟
は
微

妙
恋
生
能
他
的
州
ハ
ラ
、
ν
ス
の
，
ょ
に
ん
主
L
マ
U
マσ
琶

の
で
あ
3
・ず

5
、
慎
重
に
作
、
っ
こ
℃
，

二
、
自
然
環
境
調
査
の
方
法
、

xiの
結
果
、

ど
ー
の
、
評
侃
芯
U
を
怖
八
一
え
企
民
、
自
然
保
議
団

体
に
白
天
会
に
か
A

胸
す
マ
d

こ
ヒ
。

三
、
自
然
、
公
固
め
、
計
昼
段
階
台

J

じ
ノ
州
へ
穴
住
民
、

自
然
保
、
護
団
体
に
、
計
一
忠
芳
を
公
表
l
、
荒
田
ん

を
た

3
h機
会
を
す
え
7
と
ど
。

囚
、
ぬ
ふ
津
干
潟
め
ざ
血
部
分
は
、

U
守
、
す
す
さ

総
小
し
芯
リ
ヘ
ミ
。

玉
、
自
然
緑
党
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
は
、
担
比
状
の
ま

ま
、
ア
－
’
／
原
？
葺
’
角
、
淡
水
死
ぷ
ど
と
し
マ
准
持

L
、
必
要
不
可
欠
る
差
金
利
U
A
外
、
延
具
志
ど
の

構
築
物
芝
、
設
置
L
宇
ふ
り
こ
と

b

大
、
決
在
金
流
』
滑
み
の
干
潟
市
側
の
宅
金
品
川
左
、

台
然
続
央
℃
し
て
後
一
九
す
3
大
ヌ
を
ゑ
た
す
す
と
Y
。

七
、
野
重
一
、
製
自
飛
を
主
保
と
す
て
dι
自
然
公
園
で

あ
マ
び
か
、
現
在
件
付
あ
れ
て
り
す
約
ク
、
カ
ニ
及

y オヲ317-1号

事
務
局
0
斗－勺

4
・引・

η
o
つ
6
出
｜
村
λ

家
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一
仰
一

L

1

Z
留
志
野
市
谷
津
一
千
七
1

長
官
号
一
材
一
ゴ
は

電
話

O
四
七
四
！
日
l
五
O
四
四
一
弘
舟
一
十

文
責
森
田
一
二
、
再
会
一
創
川

!q8S. 1.30 
ぷ
ど
だ
ν
料
収
け
に
ノ
久

3
よ
う
に
置
』
廷
す
ま
こ
と

D

八
、
市
民
在
使
、
市
，h
叫
づ
に
り
る
り
末
葉
道
路
礁
の
ん
制
溜

り
ノ
町
石
刻
刺
hm芝
ぷ
ヤ
ス
す
こ
と
。

丸
、
湾
－
斧
道
路
南
側
の
干
潟
郁
介
芝
、
干
潟
木
休

γ
こ
れ
休
め
さ
の
と
芳
、
入
玄
ご
と
り

十
、
谷
津
千
潟
州
ソ
，
首
都
圏
、
日
本
全
保
の
中
？
、

』
で
あ
め
て
ユ
二

l
ク
で
す
ぐ
山
川
た
都
市
公
、

E
D実
材

で
あ
玄
こ
℃
芝
認
識
L
、
計
昼
、
材
、
行
に
当
フ
マ
は

松
英
～
芝
避
け
、
理
想
主
芯
く
蒋
フ
マ
、
盲
穴
h
k

誇

り
ぬ
可
マ
。
台
余
公
、
国
を

4
3こ

〉
」

9

十
一
、
川
小
津
干
潟
ク
リ
l
y作
戦
や
ぶ
津
干
潟
反
の

会
グ
の
作
煮
は
、
糸
、
工
中
に
於
リ
マ
ミ
行
る
わ
A
3

事十
一
一
、
終
エ
時
に
お
け
マ
、
斗
潟
へ
の
布
花
形
響
次

M
V

、
環
堤
へ
の
差
L

庫
ハ
ノ
か
生
・
い
た
場
会
は
、

道
チ
フ
に
中
断
す
マ
O

ヘ
＼

γ」

b

十三

、
工
事
現
場
に
は
、
調
査
争
犠
突
の
た
め
に
、

随
時
、
寸
一
大
ノ
入
リ
去
来
マ
ミ
ミ
。

十
四
、
現
在
す
？
に
あ
3
7ぶ
津
干
潟
野
岳
功
績
J

闘
売
会

建
設
基
金
し
を
刷
用
1

＼
プ
レ
ハ
ヴ
経
友
の
袋
、
寛

会
、
通
具
室
喝
さ
、
設
置
す
マ
o
こ
と
。
〈
県
企
業
庁

に
由
ー
し
え
清
み
）

十
五
、
干
潟
の
北
山
一
々
に
あ
す
松

2
小
約
五
十
点
は
、

保
存
l
、
か
つ
今
後
代
別
用
す
3
ミ

ν」
。
（
沼
和
玉

十一（

4
に
植
最
）

ナ
ス
、
会
マ
の
ご
V

」
か
、
市
中
に
寸
臨
床
単
豹
主

場
L

に
去
り
て
行
広
め
れ
3
ご
と

P

氷
上

要
望
書
は
、
、
一
ヤ
の
側
、
県
富
然
保
、
葉
、
課
、
都
市
整
備
訣
〉
、
公
事
件
閃
上
｛
卒
業
団
ヘ
旗
、
左
。

谷津干潟及的会.-f.放免吉、~津干潟珠境美化委員会・中村本子F会津干潟支諜）；汁ヲミ会・森田三一校下、
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新
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l
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l
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z
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z
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z
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z
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z
－＝＝＝＝＝＝＝＝
z
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝－＝＝
z
＝＝＝
z
＝＝＝＝＝

Q
d
ヘ
ク
、
口
H
1

￥
T
炉
Z
3

ク

ω叩
呂
田

H』
ミ

ふ

j

R
Uタ
l
ル
＃
清
右
「

H
D’刀
c
f
l
i
t
H
R
D
l

習
志
野
市
が
谷
樟
干
潟
周
辺
に
一
こ
の
緑
地
は
、
一
総
面
積
が
六
十
一
を
済
ま
せ
、
そ
の
後
、
二
期
分
と
一
廓
よ
、
谷
津
干
潟
震
趨
研
究
会

新
年
度
か
ら
強
設
す
る
堤
術
緑
地
一
一
エ
・
三
お
（
う
ね

J

谷
海
干
潟
四
十
一
し
て
干
潟
の
鐙
備
に
と
り
か
か
一
の
森
田
会
長
か

A
6干
潟
の
埋
め

に
つ
い
て
、
市
は
十
八
日
、
谷
部
一
一
了
三
か
）
を
総
額
百
四
十
八
億
一
る
。
一
立
て
は
一
切
行
わ
な
い
②
事
業
に

干
潟
愛
語
研
究
会
〈
森
田
三
郎
会
一
円
を
か
け
て
鐙
備
し
、
こ
れ
と
国
一
干
潟
に
関
し
て
は
、
国
設
鳥
猷
一
伴
う
工
事
申
も
、
干
潟
消
掃
や
自

長）

、
千
葉
の
干
潟
を
守
る
会
一
道
三
五
七
号
線
沿
い
に
隣
接
し
て
一
保
理
区
の
設
定
問
題
が
残
さ
れ
て
一
然
観
察
の
た
め
の
市
民
の
立
ち
入

（
大
浜
清
会
長
〉
な
ど
六
つ
の
自
一
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
取
り
込
ん
一
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
鐙
備
一
り
を
認
め
る
ー
ー
な
ど
の
要
望
醤

然
保
鵠
団
体
の
代
哀
そ
招
い
て
事
一
だ
幅
百
M
M
の
緑
地
帯
（
二
十
一
・
一
計
画
が
で
き
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
一
部
一
一
一
上
文
一
市
長
に
出
さ
れ
た
。

業
計
画
の
概
要
説
明
空
写
と
と
一
一
一
一
芝
を
設
け
る
。
期
間
は
今
年
一
自
然
保
護
団
体
の
窟
見
を
聞
き
な
一
ま
た
、
「
干
潟
周
辺
の
緑
地
を
十

も
に
、
干
潟
保
護
に
閲
し
て
各
国
一
度
か
ら
四
年
間
o
t
S
9、
一
期
分
一
が
ら
計
画
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
一
分
に
繭
保
し
て
鳥
の
サ
ン
ク
チ
ュ

体
の
態
見
を
求
め
た
。
と
し
て
百
億
円
で
緑
地
帯
の
担
備
一
に
な
っ
た
ρ
－
ア
リ
（
聖
域
）
を
実
現
し
て
ほ
し

い
」
（
県
野
鳥
の
会
）
、
「
干
潟

に
注
ぐ
下
水
路
を
改
善
し
、
水
質

向
上
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
（
千

璃
の
干
潟
を
守
歪

5
な
ど
の
意

見
が
出
た
。
市
で
は
、
今
後
も
、

自
黙
保
説
団
体
と
の
協
議
を
続
け

て
い
く
。

1
1
1習
志
野
市
が
市
民
団
体
に
計
画
説
明
H
1
1

谷
津
干
潟
の
自
然
残
し
て
保
護
団
体

市
に
要
望

公
害
防
止
事
業
団
法
に
車
問
づ
き
、
一
｛
府
猷
保
護
区
佑
し
、
平
潟
に
観
く
東
一
側
か
ら
は
、
野
鳥
の
会
の
ほ
か
、
日

都
市
公
園
と
し
て
峰
備
さ
れ
る
と
と
一
関
東
自
動
車
道
沿
い
の
ベ
ル
ト
地
帯
一
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
県
野
鳥
の
会
、

に
な
っ
た
習
志
野
市
の
谷
津
干
潟
の
一
を
緑
地
佑
事
と
い
う
内
笥
市
が
一
谷
部
干
潟
翠
鵠
閉
会
な
♂
六
団
体

事
業
に
つ
い
て
岡
市
は
十
八
日
、
回
一
事
業
主
体
と
な
り
、
完
成
後
は
市
が
一
九
人
が
出
席
。
市
側
の
協
力
要
舗
に

本
野
鳥
の
会
県
支
部
な
ど
自
然
保
護
一
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
で
い
る
。
一
対
レ
、
保
護
団
体
側
は
、
谷
揮
平
潟

団
体
に
事
業
概
裂
が
説
明
し
た
。
五
一
説
明
は
A

強
備
の
方
針
や
施
設
計
一
が
残
る
よ
う
に
な
っ
た
ζ
と
そ
評
価

十
二
年
度
ま
で
の
四
年
聞
に
百
四
十
一
画
に
つ
い
て
保
護
団
体
の
怠
見
を
聞
一
し
た
う
え
で
、
「
い
り
り
す
ぎ
て
自

八
億
円
そ
投
入
し
、
伺
干
潟
を
国
龍
一
く
た
め
市
が
主
催
し
た
。
保
護
団
体
一
然
を
様
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
」

防
防
防
隊
協
防
防
防
防
防
防
隊

muuuu昭
防
協
防
防
防
隊
隊
防
防
防

wuuuu協
W
U
努

wzzg窃
珍
説
話

mm白
wuu防
防
防
防
防
防
防
防
ww

習
志
野
市
の
谷
津
干
潟
整
備

な
ど
そ
求
め
、
・
今
世
も
話
し
合
い
D．

揚
を
持
っ
と
と
明
益
事
υた。．

6
団
体
代
表
に
概
要
説
明

一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一

一一

自
然
保
護
団
体
が
歓
迎
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習
志
野
市
の
谷
津
平
副
を
中
宮
じ
た
「
ハ
合
注
高
周
辺
倒
指
針
圃
」
で
、
習
志
野
雪
国
は
十
八

E
ハ
つ
の
自
然
昼
寝
の
代

表
を
市
消
防
局
合
に
招
弐
同
事
業
計
画
の
開
削
茅
説
明
し
弓
向
然
護
団
体
へ
の
説
明
は
初
め
玉
、
、
三
卜
支
一
宮
店
「
大
都

市
の
中
日
燥
さ
れ
益
重
な
県
議
伊
レ
て
い
き
た
い
」
率
い
さ
つ
。
今
後
、
鳥
猷
護
区
の
撃
を
計
国
自
に
自
然
保

即
日
凶
休
の
意
見
府
採
り
入
れ
て
い
く
方
針
手
前
九
戸
か
に
し
h

句

、

h
ん
』

烏
獣
保
護
区
設
定
に
反
映
一

己
の
日
の
説
明
会
に
は
谷
崎
竿
一
総
事
業
拠
は
約
百
早
八
億
弔
、
言
は
、
芸
〆
uhr商
閣
の
大
ま
か
一

間
愛
礎
研
究
会
の
森
田
＝
部
会
長
一
今
年
度
か
ら
四
年
間
で
盤
備
す
一
な
見
通
し
が
つ
き
次
第
、
予
算
案
一

は
じ
め
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
支
一
る
。
現
ほ
一
期
（
面
積
一
干
二
議
会
に
上
手

J

る
考
え
を
示
し
一

一
部
、
千
葉
県
野
鳥
m
x
z多
矢

田

一

・

三

也

、

－

一

期

宇

潟

室

忌

一

九

一

言
の
代
表
ち
約
十
五
人
、
ぞ
れ
に
一
四
士

7
一
ニ
診
に
分
け
て
事
業
一
自
然
保
視
団
体
側
ま
「
干
潟
の
一

一
オ
プ

7パ
ー
と
し
て
宮
然
保
一
貫
宮
元
針
て
一
期
信
ワ
い
一
周
辺
貫
長
－
ヲ
保
全
で
き
る
か
一

五
興
公
脅
匡
翼
団
の
雪
ぞ
は
今
月
下
旬
盟
主
の
臨
一
議
芭
「
蓄
の
水
の
ゆ
佑
は
］
、

一
書
h

所
出
席
レ
有
一
時
市
機
会
に
約
百
億
円
の
事
業
予
戸
「
計
画
段
階
か
ら
具
依
的
な
内
容

一
同
諸
針
一
躍
岡
市
霊
か
ら
一
算
案
宝
興
費
ず
し
た
い
考
弓
－
柔
し
て
」
嘗
め
窓
弓
色
さ

ハ
皇
ま
引
の
国
道
三
五
七
号
線
の
一
一
一
男
に
つ
い
区
鳥
獣
保
綬
一
れ
、
市
盟
、
‘震
保
護
の
区

一
内
陸
側
に
帽
百
討
の
鰻
衡
緑
地
主
区
の
指
定
区
減
、
谷
海
遊
園
跡
地
一
域
露
英
芝
に
つ
い
て
意
見
を
聞

Z設
け
、
平
潟
を
鳥
猷
保
綬
区
に
一
に
住
宇
都
市
箆
襲
団
が
建
設
一
い
て
二
期
エ
事
に
着
手
し
た
い
、

・否
定
し
野
鳥
の
楽
開
札
す
る
お
一
す
る
住
有
平
潟
に
篠
宮
Q
都
市
一
与
削
開
札
向
録
保
護
団
体
の
想
見

事
墾
描
ほ
六
十
三
・
六
均
一
計
国
道
路
間
間
f五
指
あ
り
、
市
一
を
採
り
入
れ
る
乙
と
を
約
束
し

／ト

享月日菊？同
／タ3$""./, IC/ 

各日新聞
＼レ

ご、芳、、更や希常 7う、、あリました与森田

こ
れ
ウ
い
勺
ノ
ぎ
、
回
ι
と

豆
ゐ
つ
L

い
り
き
た
り
〉
」

め

と

℃

で

す

ふ
津
干
潟
の
保
尋
問
庄
動

，
ガ
始
士
コ
マ
ウ
ヲ

T
Zヰ
。
よ

う
や
く
今
日
町
会
谷
・
2
持つ

よ
う
に
李
一
リ
キ
』
『
L
K
h
q

常
国
協
〈
上
り
仏
〉
み
た

石
－5Aω
拍
吻
J

力－
E
l
マ
一
頃
り
寸
り

3
会
員
勺
大
白

禄
に
、
こ
の
紙
面
を
U
A
l
マ
ご
連
絡
致
ー
を

す

。

足

、

え

町

、

ご

こ

に

至

ヴ

与

を

で

、

長

り

激

l
h

面
的
に
均
力
L
寸
L

り
く
ぎ
の
で
↓

7
0

議
～
の
り
で
し
足
。

ぞ
尾
は
、
習
丸
野
下
に
会

皆様め中に、

小
十
来
日
教
附
・
！
内



it 回
I~ 海のレカチ形

「
／＼ 目かラ見た子イ失症の 」l ) の

ふ

ど、

「
ハ
ン
カ
チ
形
の
海
の
思
い
出
」
を
読
ん
で

法

典

小

五

年

高

橋

優

子

た
た
み
、
バ
ケ
ツ
、
毛
布
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
、
ぶ
よ
ぶ
よ
と
ふ
く
れ
、
変
色

し
、
く
さ
っ
て
い
て
、
ふ
ゆ
か
い
な
に
お
い
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
干
潟
。
そ
乙

で
も
悔
の
潮
は
満
ち
、
ひ
き
、
小
鳥
逮
が
卵
を
産
み
、
ひ
な
を
育
て
て
い
る
。
そ

の
干
潟
の
ど
ろ
の
中
に
桜
ま
で
っ
か
つ
て
、
ご
み
を
か
た
ず
け
て
い
る
人
影
、
よ

ご
れ
て
い
く
自
然
を
守
ろ
う
と
、
勇
気
と
優
し
い
心
だ
け
を
ぶ
き
に
立
ち
上
が
っ

た
人
達
。
一
人
の
お
じ
さ
ん
と
実
行
力
の
あ
る
少
女
エ
リ
カ
の
優
し
い
愛
の
物
語

に
感
動
し
た
。

エ
リ
カ
の
家
で
は
、
父
の
提
案
で
「
が
ん
ば
る
。
」
と
言
う
言
葉
を
使
わ
ず
K
、

そ
れ
を
実
行
す
る
事
に
決
め
て
い
る
。
「
が
ん
ば
る
。
」
と
言
う
事
は
、
努
力
す
る
、

や
り
ぬ
く
、
た
え
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
「
が
ん
ば
る
。
」
と
言
う
乙
と
を
実
行

す
る
事
は
大
変
な
事
だ
と
思
う
。

転
校
し
て
、
な
か
な
か
友
達
が
出
来
な
い
さ
び
し
さ
を
、
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め
に
、

エ
リ
カ
は
、
毎
日
干
潟
へ
行
っ
た
。
そ
乙
で
ご
み
ほ
り
作
業
を
し
て
い
る
お
じ
さ

ん
と
出
会
っ
た
。
す
で
に
十
年
間
も
、
ま
わ
り
の
ひ
な
ん
を
あ
び
な
が
ら
、
ご
み

そ
う
じ
を
続
け
て
い
る
の
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
も
、
ガ
ス
も
無
い
、
貧
し
い
生
活
を

し
な
が
ら
も
、
本
を
読
ん
だ
り
、
み
ん
な
が
無
責
任
に
徐
て
た
ご
み
を
、
一
人
で

か
た
ず
け
、
干
潟
の
か
ん
績
を
よ
く
し
、
も
っ
と
鳥
が
集
ま
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

報
わ
れ
る
保
証
は
、
全
く
無
し
に
、
信
念
を
貫
く
の
は
、
大
変
な
事
だ
と
思
う
。

そ
の
乙
ろ
、
孝
二
の
父
は
県
の
企
業
庁
に
勤
め
、
干
潟
の
整
地
工
事
を
忠
実
に

実
行
し
て
い
た
。
自
分
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、
好
き
で
自
然
を
は
か
い

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
悪
口
を
言
わ
れ
の
は
、
気
の
毒
に
思
う
。
，

ハ
ン
カ
チ
形
の
海
の
思
い
出

高

郷

小

五

年

野

尻

隆

史

な
に
げ
な
く
泳
い
で
い
る
傷
。
そ
の
梅
が
今
、
よ
ど
れ
た
り
、

う
め
立
て
の
た
め
、
へ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
乙
で
、
そ
の
綴
な
ι仰
が
、
ど
の
核
に
変

化
し
て
、
犯
さ
れ
て
い
く
の
か
、
一
例
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
。
さ
て
、
乙

の
本
の
中
K
出
て
く
る
、
よ
ど
れ
る
梅
と
い
う
の
は
、
エ
リ
カ
と
い
う
少
女
が
住

む
、
団
地
近
く
の
干
潟
に
始
ま
る
。

そ
の
干
潟
K
は
、
ア
シ
ぷ
え
お
じ
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
。
そ
の
お
じ
さ
ん
は
、

く
る
日
も
く
る
日
も
、
だ
れ
に
た
の
ま
れ
た
の
で
も
な
く
、
干
潟
の
そ
う
じ
を
し

て
い
る
。
そ
ん
な
お
じ
さ
ん
に
ぼ
く
は
、
胸
を
打
た
れ
た
。
ェ
リ
カ
の
友
達
の
孝

二
の
父
は
、
企
業
庁
に
勤
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
干
潟
が
よ
ど
れ
る
と
す
ぐ
孝
ニ

の
家
に
ひ
は
ん
が
飛
ぶ
。
で
も
、
本
当

κよ
ご
れ
る
の
が
い
や
な
ら
、
ア
シ
ぶ
え

お
じ
さ
ん
の
そ
う
じ
を
手
伝
え
ば
い
い
と
思
っ
た
が
、
ひ
は
ん
を
言
っ
て
る
人
は
、

心
の
中
で
、
あ
ん
な
き
た
は
い
干
潟
の
そ
う
じ
な
ん
か
、
ア
シ
ぷ
え
お
じ
さ
ん
に

ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
と
思
っ
て
る
に
ち
が
い
な
い
υ

少
し
は
、
ア
シ
ぶ
え
お
じ

さ
ん
を
み
な
ら
う
べ
き
だ
。
お
じ
さ
ん
の
集
め
た
干
潟
の
ど
み
ぶ
く
ろ
の
山
が
で

き
、
し
だ
い
に
高
く
な
り
、
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
地
開
会
に
、
干

潟
を
鳥
獣
保
護
区
に
し
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
に
と
ぼ
く
は
、
思
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
様
に
す
る
に
は
、
沢
山
の
費
用
が
か
か
る
事
だ
ろ
う
。
費
用
が
か
か
る
と
な

る
と
断
わ
る
に
ち
が
い
な
い
。
も
っ
と
早
急
に
費
用
を
か
け
な
り
れ
ば
な
ら
な
い

所
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
保
護
区
な
ん
て
二
の
次
だ
ろ
う
な
。
よ
い
事
な
の
に
、

大
切
な
自
然
を
取
り
も
ど
す
た
め
な
の
に
、
賞
用
に
乙
だ
わ
ら
れ
る
と
し
た
ら
、

ぼ
く
逮
が
夏
、

r『、

事
l

務
局
0
斗
円
1
4
J
引・
η
l
o
円

S
中
九
判
的
ザ
ア
ヤ

オ7318も

丈
会
官
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切
手
千
葉
県
夏
休
み
l

課
題
図
主
B

l

作
大
コ
、
ゾ
ク
ー
ル
〉
で
舎
か
れ
と
尽
担
え
で
す
。

1q8s. 2..q 

〒

m
習
志
野
市
谷
津
千
七
l
七
鵬
荘
E
号

電
話

O
四
七
四
l
日
1

五
O
四
四

し
か
し
、

エ
リ
カ
と
孝
二
は
、
干
潟
を
守
ろ
う
と
い
っ
し
ょ
に
お
じ
さ
ん
の
調

査
を
ひ
き
つ
い
だ
。

経
済
的
な
は
ん
栄
ば
か
り
で
な
く
、
心
を
う
る
お
す
乙
と
の
大
切
さ
に
人
々
が

気
づ
き
、
反
省
し
は
じ
め
る
と
干
潟
が
烏
じ
ゅ
う
保
護
区
に
な
る
の
は
も
う
時
間

の
問
題
だ
。
今
ま
で
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
ね
、
お
じ
さ
ん
。
で
も
、
お
じ

怠
ん
は
、
コ
ロ
ニ
ー
を
待
た
ず
に
、
去
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
々
の
心
に
小

さ
な
命
で
も
大
切
な
ん
だ
と
う
っ
た
え
な
が
ら
。
そ
ん
な
、
お
じ
さ
ん
の
事
を
、

日
本
中
、
い
や
世
界
中
の
人
々
に
知
ら
せ
た
い
気
が
し
た
。

大
き
な
ハ
ン
カ
チ
み
た
い
に
、
く
っ
き
り
と
四
角
く
、
青
く
光
っ
て
い
る
と
り

残
さ
れ
た
干
潟
で
、
お
じ
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
エ
リ
カ
と
孝
二
が
小
鳥
の
営

巣
調
さ
を
続
け
て
い
乙
う
と
決
心
し
た
乙
と
は
、
と
て
も
い
い
事
だ
と
思
う
。
エ

リ
カ
は
、
が
ん
ば
る
と
は
言
わ
ず
に
、
野
鳥
の
環
績
を
守
り
通
し
た
の
だ
。

自
然
に
は
、
人
聞
の
知
え
を
乙
え
た
、
あ
ふ
れ
る
生
命
力
と
微
妙
な
も
ろ
さ
、

神
秘
で
、
お
か
し
が
た
い
不
思
議
な
所
が
あ
る
乙
と
を
知
っ
た
。
私
も
自
然
環
績

を
乙
わ
さ
な
い
織
に
小
さ
な
ζ

と
か
ら
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

乙
の
物
語
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
干
潟
は
、
習
志
野
市
の
谷
津
干
潟
で
あ
る
。
お

じ
さ
ん
、
孝
二
、
ェ
リ
カ
の
よ
う
な
人
達
が
作
り
あ
げ
た
コ
ロ
ニ
ー
に
、
一
皮
行

き
た
い
と
思
う
。
お
じ
さ
ん
の
ア
シ
ぷ
え
の
音
や
干
潟
の
烏
の
声
を
聞
き
に
。

（
森
百
合
子
著
・
講
談
社
）

何
と
も
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
だ
。
よ
う
や
く
干
潟
も
き
れ
い
に
な
り
、
セ
イ
タ
カ
シ

ギ
と
い
う
野
鳥
が
来
た
。
ぼ
く
が
図
鑑
で
調
べ
た
所
、
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
は
、
め
っ

た
に
い
な
い
珍
烏
と
普
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
珍
烏
を
求
め
て
、
乙
の
干
潟
に
、
新

聞
社
や
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
、
報
道
陣
が
つ
め
か
け
た
。
ア
シ
ぶ
え
お
じ
さ
ん
の

努
力
も
知
ら
な
い
で
、
自
然
を
こ
わ
し
て
行
く
。
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
も
死
ん
だ
。
自

然
を
乙
わ
す
の
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
だ
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
埋
め
立
て
の
た

め
に
干
潟
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
五
台
も
、
や
っ
て
来
た
。
ハ
ン
カ
チ
干
潟
が
う
め

立
て
ら
れ
る
の
だ
。
ぼ
く
は
、
そ
の
時
思
っ
た
。
海
は
役
所
の
物
で
は
な
い
。
み

ん
な
の
物
だ
。
自
然
は
、
人
聞
が
利
用
す
る
た
め
に
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
に
文
化

が
進
ん
で
も
、
工
場
で
物
が
作
れ
て
も
、
自
然
は
作
れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
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動

物
や
自
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を
次
々
に
追
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つ
め
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つ
け
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な
の
だ
か
ら
、
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れ
に
き
ず
っ
け
ら
れ
た
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は
、
も
ど
ら
な
い
。
そ
の
後
県
庁
で
は
、
干
潟
を
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獣
保
護
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に
す
る
計
画
が
進
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ら
れ
、
つ
い
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た
。
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の
た
め
に
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え
お
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さ
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努
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埋
め
ら
れ
る
と
い
う
い
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え
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し
、
せ
っ
か
く
ア
シ
ぷ
え
お
じ
さ
ん
の
夢
が
か
な

っ
た
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か
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。
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潟
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潟
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還
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チ
だ
と
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し
て
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干
潟
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く
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は
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守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
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役
目
が
あ
る
の

だ

。
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・
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評
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ん
で
、
自
然
に
対
す
る
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え
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深
め
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本
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あ
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セ
イ
タ
カ
シ
ギ
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図
鑑
で
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べ
て
い
る
が
、
よ
い
読
み
か
た

で
あ
る
ω

終
わ
り
の
文
が
よ
い
。

bLJ
也、、

d
w

－



内陸の湿允開発に〉皇われえす② の言乙。そ；めお｜ずでFん ．． 

フ
マ
り
だ
の
T
あ
3
0

1135"・1・3
谷津干潟にかわいい姿を見せたタゲリ

〉れLし）ぬふ

叶－
－
－ぺsit
z

－－i・1
7
1
j川

一
海
辺
に
降
り
る
の
は
、
あ
ま
り
聞
か

タ

ゲ

リ

久

々

花

一

な

い

、

と

山

驚

器

規

谷

津

干

潟

に

安

一

昨

年

土

月

に

み

つ

か

っ

て

以

同

一
来
、
同
干
潟
の
北
西
隅
の
一
角
で
ゴ

～1
習

志

野

L

一
カ
イ
な
ど
そ
っ
い
ば
ん
で
い
る
。
諜

習
志
野
市
の
伶
附
子
別
に
タ
ゲ
リ
一
回
さ
ん
が
、

煩
初
に
尚
掃
そ
手
が
ほ

九
羽
が
現
れ
、
羽
そ
体
め
て
い
る
。
一
た
場
所
で
、
森
田
σん
は
、
平
潟

四
年
ほ
ど
問
、
一
羽
が
米
て
以
来
一
が
き
れ
い
に
な
っ
た
あ
か
し
で
す
」

で
、
則
の
後
ろ
に
川
宏
之
る
っ
と
一
と
野
ん
で
い
る
。

巻
い
た
か
わ
い
い
仮
谷
、

平
山
内
の
消

一

畑
作u酬
を
制
け
て
い
ゐ
川
市
谷
油
、一

タ
ク
シ
ー
辿
似
手
掛

m一一一
郎
さ
ん
一

（

芳

添

パ

チ

リ

。

一

チ
ド
リ
の
仰
川

ωタ
ゲ
リ
は
、
シ
一

ベ
リ
ア
で
鱗
州
し
、
日
本
へ
は
冬
府

一

と
し
て
や
っ
て
く
ん
。
作
地
や
田
ん

ぼ
な
ど
水
辺
に
よ
く
凡
ら
れ
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Mパケ
v
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7
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j
州
ハ
『
シ
ず

怜
ノ

A
A
た
ゆ
外
J

り
の
コ
ア
ジ
サ

シ
め
に
ナ
9

4

士
宮
固
さ
史
、
九

ヒ
ナ
を
担
リ
マ
U

ゴ
コ
ア
N
Y
サ

ー
ほ
、
う
フ
、
ほ
い
つ
つ
、
奇
想
せ
ん
、

－
－
／
＠
濃
の
下
に
三
河
n
リ

3
。

ず
有
毛
さ
ぬ
よ
爪
マ
り
ゴ
。
v
f
L

仰
の
印
ー
で
げ
l
M
L
l唯
w
リ
マ
マ
。
よ
フ
／
’

で
ん
志
－
雨
で
セ
秒
点
ノヲ
L
で
さ

な
め
ノ白
け
た
円
相
川
の
涯
の
は

La布、～人樹、『人玄ん

＋ま 7守ヒ
よ止れよナ
ぐたま、 '/S、
ど｜ずしょ

三ウ三志、
怒り 。 ｜ 

践ので忽
ざ小兼
丸三 2
仇モゐ
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J. チ~ 
魚、メ殺
芝ス lま
耳元友各
リすで日
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什~ ? 
っざ に
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t) イで l ) 
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：え才
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仰
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力
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殺
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用
』
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の
為

サ
、
中
の
カ
～
つ
を
喰
、
初
、
λ
τ

産
く
て
持
フ
マ
り
フ
マ
l

＼
ま
う
。

者

昨年はあ怒さんや子供、

ご
ノ
ロ
斗
ド
リ
の
吻
．
こ
れ
官
）

本
後
句
知
え
か
ず
の
務
で
。

「
一
ヰ
ノ
い
リ
モ
予
ロ
ム
j

い
リ
ゼ
友

ま小寸、一～
L
一
『
へ
時
内
向
で
来
ノ
く
・

、
東
か
じ
ノ
ヱ
サ
は
A
主
〈
主
に
ノ
や
る
り
。

仰
の
カ
ラ
ず
々
ノ
盆
3
直
前
句
コ

ア
ジ
サ
－
ン
の
ヒ
十
ノ
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A
ナ
ぷ
附
の
卵
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↑
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各
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殺
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行
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の
仏
川
寸
り

3
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？
＋

4
3
．

色
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コ
ア
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サ
こ
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ロ
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寸
ド
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コ
チ
い
リ
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一
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亡
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で
あ
3
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X
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返
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お
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同
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T
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埋
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玄
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西
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句
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＼
｛
大
〈
囚

ι牛
に
志
り
ー

は
、
寸
莱
＼
一
？
韮
全
教
の
埋
め
ど
支
マ
対
向
ノ
片
岡
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いくわけじゃないのにね．昔l土、たくさんの＇－

人を遊ぽせて役にたった海なのに、今l士、ゴ

ミを捨てられ邪魔者扱いされて埋めちゃえと ！ 

．自分達だってゴミを出しているのに、それー

じゃあ海がかわいそうでしょう？ そう考え

て、僕はオキ前からゴミ拾いをやってきたん

だ

皆が座っているベンチも、集めて燃すすよけ

のゴミだった流木を引っぽり上げて乾かして

作ったんだよ．この小屋も、ここは夏、特に

暑いので流木と竹を組み、近くのアシ原から

アシを鎌で刈ってきて屋根をふいた．時々、

子供達と一緒にテープJレとベンチのペンキ塗

りもしていまるんだ。黄色い

蹟l士、映画の『幸福の黄色い

ハンカチ』からヒントを得て

、人が来ても来なくても、雨

が降っても降らなくても一日

も早く谷津干潟に幸福がくる l

ようにと、二年前からあげ続 ！

けてきたんだ。

僕がどうがんばっても、お

役所やまわりの人たちがどう i
がんばっても、昔の海はもう

帰ってこないってことはわか

っている。でも、これから先

、みんなに干潟の観察が出来 l

るよう、その役に立ちたいと ｜
干潟のゴミを森田さんはガタスキーで取フています。 。自分が鳥を見て楽しむより L
子供達もちょっとやらせてもらいました。 も、鳥をみて楽しむ人達を見 ：

て楽しみたいと．．．．．．わかりますか．そこに

楽しみを見い出したい‘それが俣の心の中に

浮んだ新しい心の水平線なんだ．』
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l
t
l

・

ると、お父さんお母さんに叱られるのがわか－－－，，

--＇っているんだけど遊ぶことがやめられるな

〈て、泣きながらよく家に帰っていたよ．

Jその頃、この辺の海には、 トビウオとか大 ー

さなカメや、時々 海から迷いこんだイルカ

なんかもやってきていた．林とか田んぼもま

だたくさんあって、この辺の言葉で『オンジ

ョ』というギンヤンマが夏の夕暮れになると

大群をつくって、今のセンター競馬場や大神

宮、袖ガ補団地のすぐ近〈に雲がかぶったよ

うにまっ黒になるほと群がっていたんだ．

夏休みに海の土手に立つと、遠く沖の方に

浮かぶ房総半島が見えて、空には白い雲が浮

いて、海には布の白帆をはった舟がまだいっ

ぽいうかんでいて‘ギンヤンマとかオニヤン

マが、披の方から飛んできた．よく僕たちは

、魚、の網をちょっと作り変えた専用の網でト

ンボ採りをしていたよ．

その頃にはこの辺に、ゴカイの穴に似てい

るシャコの穴が、いっぱいあってね．台所の！

包丁を持って竹やぷ吋子き、竹を切って、そ i

れを穴にいれて息をヅーッて吹く．一つの穴 l

ーがつながっているから、プクプクとその穴か」、

らあぶくが出て、しぼらくするとシャコがび

っくりして、のこのこ出てくるんだ．

伎が、小学校を卒業して中学に入る頃からー

、海がどんどん埋められてきた．イ年前、た

またま新聞に『なくなってしまう谷津干潟』

とか『消えていく野鳥の楽園』とかの新聞写 l

真をみつけたんだ．でも谷津干潟とはいってi

も、僕の小さい頃のこの辺には深い所があっ 1

たんで『ふかんど』って言っていたので、ど

このことだかわからなかったんだ．でも新聞

写真の隅っこの方に古い杭が立っていて、そ

れを見ているうちに小さい時に遊んだ筒じゃ

ないかと思った．それで‘当時住んでいた市

JIIから習志島までオートパイできて、昔から

ここに住んでいる人に、 「ここは昔『ふかん

ど』って言いませんでしたか？ Jって聞いた

ーら‘ 「そうだ」って．それで、僕はなんとな」

く海がかわいそうになっちゃったんだ．あん

へなきれいだった海が、今はこんなにゴミカ鴇

てられていて、きたないから臭いから埋めて ．

しまえと．とeんな海だって‘カニだってサカ

ナだって自分から好きこのんで汚れて死んで

9月30日、よく晴れた目、場所は谷津干

潟。京葉NC観葉会も午後になり、みんな干

潟に出てドロンコになった足を洗って‘観葉

小屋のベンチに座りました．これから谷津干

潟愛護研究会の森田三郎さんが、小さい頃の

遊び場だった谷津干潟について、お話をして

くださるのです．

静かになったみんなをゆっくりみまわすと

森田さんは谷津干潟の想い出をひろげてくだ

さいました．

『お母さんが夕方、仕事から帰ってくるんで

、それまでにと額を作ってあ、かなきゃならな

い。井戸から水をくんだり、まさ屋さん寸子

ってまきをかついでくるのは、みんなと同じ

a年ぐらいだから、かなり重〈感じるんだよ．

；それからナタでわって、乾かして、と1賓とおιー

‘っけなんかも全部一人で作ってすぐに食べら

一れるようにしておくのが、僕ら子供の仕事だ

ったんだ．

でもね、悔やこういう所へ来て遊んでいる

うちにタやけで空が明るくなるでしょう？

カラスがカアカア鳴いて、お豆腐屋さんがプ

ーとラッパを吹きながらお豆腐を売る向調

こえると 今まで遊んでいて楽しかったのが

‘なんだか急に悲しくなっちゃってね．昼間

、あんなに楽しかった海とか、カニとか、空

とか、草原が、急に悲しくなるんだ．遅〈帰
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